
　　　電話番号　　０１１－８８５－７７１１

　　　（夜間）　　０１１－８８５－７７１１

　　担当部局（課）名　　学生支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ

　　　職名・氏名　　岡村
オカムラ

　誠一郎
セイイチロウ

　作成担当者

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

日本医療大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０１１－８８５－５７５７

　　　ｅ－mail　　s_okamura@nihoniryo-c.ac.jp

学校法人日本医療大学　　　

[平成２７年度設置］

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　計画の区分：学部学科設置

平成２９年５月１日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学部名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

　　　３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

認可 

大学番号：私004  注３ 

認可 

大学番号：私004  注３ 



＜リハビリテーション学科＞

＜リハビリテーション学科　理学療法学専攻＞

＜リハビリテーション学科　作業療法学専攻＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ツシマ　ノリアキ ）

対　馬　徳　昭

（平成5年4月）

（デンノ　リュウイチ）

傳　野　隆　一

（平成26年4月）

（デンノ　リュウイチ）

傳　野　隆　一

（平成26年4月）

（イヌイ　キミハル）

乾　　　公　美
（平成27年4月）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人日本医療大学

（２） 大　学　名

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　ください。

　　　　日本医療大学

　　　　北海道恵庭市恵み野西６丁目１７番３号
　　　〒061-1373

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

（４） 管理運営組織

　　　　記入してください。

（３） 大学の位置

　　　　（〒004-0839　北海道札幌市清田区真栄434番地1）

学 部 長

学科長等

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

(27)設置時は学科長を置いて
いなかったが、開学に伴い左
記の教員を学科長とした。

職　　名

理 事 長

学　　長

1



　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　に報告書を作成してください。

保健医療学部
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科

学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

- - 80人 － 80人 人 80人 －

- - 99人 － 145人 - 117人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

- - 98人 － 140人 - 116人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

- - 82人 － 101人 - 89人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

- - 53人 － 69人 - 46人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

4年 320人－

調査対象学部等の
名称（学位）

80人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

保健衛生学関係

平均入学定員
超 過 率

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ関係）

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

0.69倍

備　　考

(　－ 　)

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

(　－ 　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ][ 　－　 ]

0.86倍0.66倍

(　－ 　)

0.57倍-

[ 　－　 ]

(　－ 　)

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （１人） （－） (2人) (－)

- - 53人 - 70人 - 48人 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （－） （－） (3人) (－)

- - - - 52人 - 69人 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （－） (－)

- - - - 48人 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（－） （－） （－） （－）

- - - -

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２６年度 平成２７年度 平成２９年度
備　　　　　考

平成２８年度

３年次

４年次

165人

（　　１人　　）（　　－　　）（　　－　　）

122人

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

[　－　]

( 5人 )

１年次

２年次

[　　－　　][　　－　　]

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

53人-

[　　－　　]
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２６年度 - 人 - 人

平成２７年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 2 人 人
一身上の都合（１人）
他の教育機関への入学（１人）

平成２９年度 人 人

平成２８年度 1 人 人 一身上の都合（１人）

平成２９年度 人 人

46 人 0 人 平成２９年度 0 人 0 人 - 0.00 ％

168 人 3 人 1.78 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２９年度
入学者

平成２６年度
入学者

平成２７年度
入学者

平成２８年度
入学者

69

退学者数

人-

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

1

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

1.44

3.77

％

人 2

合　　計

- -

人

人

53

人
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心理学

発達心理学 　

生物学

物理学 担当教員の都合により，配当学期を変更

生活科学

環境科学

生活と運動 教員追加（28）

健康とスポーツ 教員追加（28）

統計学

情報科学

情報科学演習

人間発達学

倫理学

生命倫理

哲学

論理学

宗教と思想

人間関係論

文化人類学

社会学

音楽

法学

教育学

北海道史

ボランティア活動

日本語表現

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

中国語

韓国語

解剖学

解剖学演習（骨・筋） 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

解剖学演習（神経）

体表解剖学 教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

機能解剖学 27年1月教員審査済
担当教員を変更するため、担当科目追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　　H29.03変更書提出済

生理学

生理学演習 27年1月教員審査済

運動学

運動学演習

病理学 担当教員の都合により，配当学期を変更
担当教員の都合により，配当学期を変更（28）

栄養学

臨床心理学

備　　　　考
科目
区分

授業科目の名称

２　授業科目の概要

＜保健医療学部　リハビリテーション学科＞

配 当 年 次

助　手講　師 助　教

（１） 授業科目表

自　由

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授必　修 選　択

基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

1前 1

1前 1

兼1

1後 1 　 兼1

1前 2 兼1

1後 1前 2 兼1

1後 1 兼1

兼1

1後 1 兼1　兼2

1後 1 兼1　兼2

1後 1 兼1

1前 1 兼1

1前 1 1

2後 2 兼1

1前 1 兼1

1後 1 兼1

1後 1 兼1

1前 1 兼1

2前 1 兼1

1後 1 兼1

1後 1 兼1

1後 1 兼1

2後 1 兼1

1前 1 兼1

1前 1 兼1

1前 1 兼1

2後 1 兼1

1前 1 兼1

1前 1 兼1

1後 1 兼1

2前 1 兼1

3前 1 兼1

1後 1 兼1

2前 1 兼1

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

1前 4

1後 1

兼1

1前 2 1　2

兼1

1前 1 1 兼1 01

1

1前 4 兼1

1後 1

2前 1 1 1

3

2前 4 1

2

1 1

兼1

2後

1前 2 兼1

1後 1前
1後

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

2前 2 兼1
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カウンセリング論

教育心理学

内科学 学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

整形外科学

神経内科学

精神医学

小児科学

障害学特論

リハビリテーション論

チーム医療論

保健医療論

社会福祉学

健康政策論

理学療法概論

理学療法概論演習

理学療法セミナーⅠ H27年3月教員審査中

理学療法セミナーⅡ H27年3月教員審査中

理学療法セミナーⅢ H27年3月教員審査中

作業療法概論

作業療法概論演習 教員変更（28）
　担当　八田達夫（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　八田　達夫（教授）
　　　H28.06　教員審査済　判定　可
澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

教員追加（28）

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　合田　央志（助教）
　　　　H29.03変更書提出済

教員追加（28）

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　清本　憲太（助教）
　　　　H29.03変更書提出済

作業療法セミナーⅠ 27年1月教員審査済
早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済

作業療法セミナーⅡ

作業療法セミナーⅢ

教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

理学療法評価学演習（運動器系）

臨床判断学（基礎編） 教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

臨床判断学（応用編） 教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

作業療法評価学

教員変更（28）
　担当　坪田貞子（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　坪田　貞子（教授）
　　　H28.06　教員審査済　判定　可

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

教員変更（28）
　担当　大堀具視（准教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　H28.06　教員審査済　判定　可
澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

2前

2後 2 兼1

兼1

2前 2 兼1

2前 2後 2

兼12前 2

2 兼1

兼1

2後 2 兼1

2前 1

兼3

1後 2 1

2後 2

3前 1 1 兼4

2後 1 兼1

1後 1 兼1

4後 1 兼3

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

1前 1

1前 1 1

兼1

1後 1 兼1

1後 1 1

2後 1 1

3前 1 1

1後 1 1 1 1

基礎作業学演習（基礎作業分析） 1前 1 1 0 1 兼2　兼3

基礎作業学演習（応用作業分析） 1後 1 1 0 1 兼1　兼2

1後 1 1

2後 1 1

3前 1 1

理学療法評価学（運動器系） 2通 1 1 兼1

2通 2 1 兼1

理学療法評価学（神経系） 2通 1 兼2

理学療法評価学演習（神経系） 2通 2 兼2

2後 1 1

3後 1 1

2前 1 1

作業療法評価学演習（基礎評価） 2前 1 1 兼1

作業療法評価学演習（骨・関節系） 2前 1 1 1 1 兼1

作業療法評価学演習（神経・筋力系） 2後 2 1　0 1　2 2 兼1
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担当教員を変更するため、担当科目追加（29）
　　担当　清本　憲太（助教）
　　　　H29.03変更書提出済

運動療法学

運動療法学演習 H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

運動器障害理学療法学 教員未定のため変更書提出予定
教員未定の補充として、担当科目追加（29）
　　担当　乾　公美（教授）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

神経障害理学療法学

神経障害理学療法学演習

学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

教員追加

発達障害理学療法学 H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

高齢期障害理学療法学

物理療法学

物理療法学演習

義肢装具学 教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

義肢装具学演習 教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

日常生活活動基礎学 H27年3月教員審査中

神経筋促通治療学 学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

高次脳機能障害学

徒手関節治療学

スポーツ理学療法学

非常勤講師変更・追加（29）

非常勤講師が辞退したため、担当科目追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

教員変更（28）
　担当　岸上博俊（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

福祉用具学

就労支援作業療法学

非常勤講師が辞退したため、担当科目追加（29）
　　担当　坪田　貞子（教授）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

地域理学療法学

生活環境学

地域作業療法学

福祉住環境論 27年1月教員審査済

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

作業療法評価学演習（中枢神経系） 2後 2 1　2 兼1

2前 1 1

2後 1 1

3前 1 1

運動器障害理学療法学演習 3前 1 兼1

3前 1 1

3前 1 1

呼吸・循環器障害理学療法学 3前 3後 1 1

代謝・免疫系障害理学療法学 3前 1 兼1 兼2

3後 1 1

3後 1 1

3前 1 1 兼1

3前 1 1 兼1

3前 1 1 1

3前 1 1 1

3前 1 1

3前 3後 1 1

3後 1 兼1

3後 1 兼1

3後 1 兼1

身体障害作業治療学（中枢神経障害系） 3通 2 1

身体障害作業治療学（運動器・内部障害系） 3前 1 1 兼1

精神障害作業治療学 3通 2 兼1 3

発達障害作業治療学 3通 2 1

高齢期障害作業治療学 3通 2 1 兼1 0

高次脳機能障害作業治療学 3前 1 兼1

義肢装具作業療法学 3前 3後 1 1 兼1

義肢装具作業療法学演習 3前 3後 1 1

日常生活適応学（ＡＤＬ） 3前 2 1　0 1

日常生活適応学（動作分析） 3後 2 1

3後 1 1

1 1

作業療法治療学特論（治療理論） 3後 1 兼1

3後

作業療法治療学特論（シーティング） 3後 1 1

作業療法治療学特論（ハンドセラピー） 3後 1 1 兼1 0

3前 1 1 1 兼2

3後 1 1

兼1

3後 1 0 1

3前 1
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臨床実習Ⅰ（理学療法） 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

担当教員充実のため、担当科目追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　　H29.03変更書提出済

臨床実習Ⅱ（理学療法） 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年2月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年2月教員審査済　判定可

H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

臨床実習Ⅲ（理学療法） 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

臨床実習Ⅰ（作業療法） 27年1月教員審査済
教員変更（28）
　担当　岸上博俊（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可
担当教員充実のため、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済
担当教員充実のため、担当科目追加（29）
　　担当　清本　憲太（助教）
　　　　H29.03変更書提出済

臨床実習Ⅱ（作業療法） 27年1月教員審査済（27）
教員変更（28）
　担当　岸上博俊（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

臨床実習Ⅲ（作業療法） 27年1月教員審査済
教員変更（28）
　担当　岸上博俊（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

応急処置法 担当教員追加（29）

軟部組織治療学

ウィメンズヘルスケア論

災害リハビリテーション

27年1月教員審査済

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済

研究法

卒業研究Ⅰ 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可
H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

2後 1 3 1 2 4
5

4前 16 3

1

3後 3 3 2 3 5 2

2後 2 3　2 0 1 2 1　2

3　2 0 1 2 1　2

2 3 5 2

4前 16 3　2 0 1 2 1　2

3後 3

リハビリテーション管理学 4後 1 1 1

呼吸リハビリテーション特論 3後 1 兼1

3前 1 兼1 2

3前 1 兼1

3前 1 兼2

3前 1 兼2

地域リハビリテーション学 2前 1 1

地域リハビリテーション学演習 2前 1

1

1 兼2 

3後 1 6　5

3前

2 3 5

1

1 2
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卒業研究Ⅱ 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可
H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

計

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

[　0　] [　0　][　0　] [　0　]

0科目

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

32科目 103科目 0科目 135科目

（２） 授業科目数

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

135科目32科目 103科目

設　置　時　の　計　画
選　択

備　　　　　　　　考
必　修

　　　　

自　由 計

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

変　　更　　状　　況
必　修選　択 自　由

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

4通 2 6　5 1 2 2 3 5

9



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ なし

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ なし

２

３

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

なし

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

＝

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

％

廃止の理由，代替措置の有無

（３） 未開講科目

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

未開講の理由，代替措置の有無

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

　　　　留意してください。

＝ 0
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備考

そ　の　他

合　　　計

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

（8,484[172]）
（8,789[170]）

（8,330〔157〕）

講　義　室

556.1㎡

図
書
・
設
備

テニスコート１面

14,640冊

(32)
(30)

3,000千円

完成年度

9,140〔237〕　 8〔8〕　

（145[40]）
（2,158[695]）

（1,966〔633〕）
（8〔8〕）

（145[40]）
2,011〔653〕

（8〔8〕）

(61)

（145[40]）
2,011〔653〕

（145[40]）
（2,158[695]）
（2,006[646]）

（1,966〔633〕）

8〔8〕　 61 960

（962）
(960)

演　習　室

　

(32)
(30)

（962）
(961)
(960)

（8,484[172]）
（8,789[170]）
（8,345[163]）

（8,330〔157〕）

30

保健医療学部
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科

学術雑誌

(61)

電子ジャーナル

点 点 点

61 960

種

30

〔うち外国書〕

計

共　　　用

11室

9,140〔237〕

校
　
　
地
　
　
等

共　　　用

校 舎 敷 地

43,541㎡
22,596㎡
13,710㎡

運動場用地

３　施設・設備の整備状況，経費

専　　　用

(５)

図　　書

0㎡
20,945㎡

(４) 専任教員研究室

(３) 教　　室　　等

共用する他の
学校等の専用

計

保健医療学部　リハビリテーション学科

11室

新設学部等の名称 室　　　　　　数

冊

2,000千円

〔うち外国書〕

(27)図書、学術雑誌、
機械・器具、標本に変
更あり
(28)図書、学術雑誌、
変更あり
(29)図書、学術雑誌
（総冊数から種に変
更）、機械・器具に変
更あり

標　　本
〔うち外国書〕

完成年度

収 納 可 能 冊 数

視聴覚資料

206.61㎡ 50席

面　　　　　積

3,383千円
2,000千円

3,000千円
経費
の見
積り

教員１人当り研究費等

開設前年度

300千円 図書購入費

開設年度

設備購入費
経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

（16,060.03㎡）
（16,818.93㎡）
（10,810.41㎡）

情報処理学習施設

16,060.03㎡
16,818.96㎡

 10,810.41㎡

(７) 体　　育　　館

300千円
9,994千円

10,102千円

区　　　　分

29,520千円
33,438千円

室15

実験実習室

情報処理室と共用

（補助職員0人）

語学学習施設

共用する他の
学校等の専用

（8,630.68㎡）
（8,386.92㎡）
（4,658.96㎡）

開設年度

46,599㎡
25,654㎡
16,768㎡

20,945㎡

機械・器具

（1,806.22㎡）
（4,158.58㎡）
（3,095.58㎡）

閲 覧 座 席 数

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

0㎡
3,179.52㎡

(27)経費の見積り及び
資金計画の一部変更

(２) 校　　　　　舎

共 同 研 究 費 等 3,000千円 3,000千円

0㎡
2,463.58㎡

（5,623.13㎡）
（4,273.46㎡）
（3,055.87㎡）

計

小　　　計

日本福祉看護診療放射線学院と共
用：収容定員400人
面積基準：1,480㎡
(27)平成27年4月ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科開
設に伴い面積の変更あり
(28)平成28年4月診療放射線学科開
設に伴い面積の変更あり（校舎の
総面積の減少については、体育館
及び講堂の面積を除いたためであ
り、建築等設置計画に変更なし）

区　　分

日本福祉看護診療放射
線学院と共用：収容定
員400人
面積基準：なし
（借用地）運動場　20
年、13,710㎡
駐車場、1年更新、
3,058㎡
(27)平成27年4月ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ学科開設に伴い
面積の変更あり
(28)平成28年4月診療
放射線学科開設に伴い
面積の変更あり

1室

29,831㎡
20,945㎡

（補助職員0人）
10室

0㎡
43,541㎡
34,655㎡

29,831㎡
8,886㎡

0㎡

0㎡3,058㎡

0㎡

0㎡

13,710㎡ 0㎡ 0㎡

0㎡

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分

16,060.03㎡
11,175.86㎡
5,167.31㎡

専　　　用

13,710㎡

0㎡
20,945㎡

3,058㎡

46,599㎡
37,713㎡
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　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

学生納付金以外の維持方法の概要

第４年次

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

第３年次

千円

第５年次 第６年次

1,300千円

第２年次

千円1,300千円

第１年次

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

学生１人当
り

納付金 1,300千円 1,300千円

(27)経費の見積り及び
資金計画の一部変更

　　　　を併せて提出してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

保健医療学部

　看護学科 4 80 ‐ 320 学士
（看護学）

1.05 平成26年度
北海道札幌市清田区真栄

434番地1

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 4 80 - 320 学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

0.69 平成27年度
北海道恵庭市恵み野西6

丁目17番3号
理学と作業の合算

　理学療法学専攻 4 40 - 160 学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

0.94 平成27年度
北海道恵庭市恵み野西6

丁目17番3号

　作業療法学専攻 4 40 - 160 学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

0.44 平成27年度
北海道恵庭市恵み野西6

丁目17番3号

　診療放射線学科 4 50 - 200 学士
（診療放射線学）

1.05 平成28年度
北海道札幌市清田区真栄

434番地1

　

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

該当なし

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

４　既設大学等の状況

　○　○　短　期　大　学

　日　本　医　療　大　学　

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。
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変更なし

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法治療学特論
（ハンドセラピー）

専 教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

平成27年4月

生理学演習
運動療法学
義肢装具学
義肢装具学演習
神経筋促通治療学
研究法
臨床実習Ⅰ(理学療
法）
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

設置時には学科長を置いていな
かったが、開学に伴い学科長とし
た。

（29）平成29年2月
乾公美ＡＣ教員審査済
・運動器障害理学療法学　可

変更なし

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

（29）平成28年6月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
（29）平成29年2月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法治療学特論（ハンドセ
ラピー）　可

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

担当教員変更（兼担）(28)
内科学　担当教員変更（兼担）
（29）

チーム医療論

教授
ｼﾏﾓﾄ　ｶｽﾞｱｷ
島本　和明

＜保健医療学部　リハビリテーション学科＞

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

５　教員組織の状況

（１） 担当教員表

平成27年4月

平成28年4月

運動学
運動学演習
物理療法学
物理療法学演習
呼吸・循環器障害理学
療法学
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

専

教授
(学
長)

ﾃﾞﾝﾉ　ﾘｭｳｲﾁ
傳野　隆一

平成27年4月 保健医療論
チーム医療論

兼担

兼担
教授
（学
長）

ﾃﾞﾝﾉ　ﾘｭｳｲﾁ
傳野　隆一

専 教授
ﾀｶﾊｼ　ﾐﾂﾋｺ
高橋　光彦

平成27年4月

教授
ｲﾇｲ　ｷﾐﾊﾙ
乾　　公美

教授

保健医療論
内科学

兼担

教授
（学科
長)

ｲﾇｲ　ｷﾐﾊﾙ
乾　　公美

平成27年4月

生理学演習
運動療法学
義肢装具学
義肢装具学演習
神経筋促通治療学
研究法
臨床実習Ⅰ(理学療
法）
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
運動器障害理学療法学

ｻﾄｳ　ﾋﾃﾞｷ
佐藤　秀紀

平成27年4月

リハビリテーション論
地域理学療法学
生活環境学
高齢期障害理学療法学
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
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H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年6月
八田達夫ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年8月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可
・日常生活適応学（ＡＤＬ）　可
・臨床実習Ⅰ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅱ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅲ(作業療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年2月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・高齢期障害作業治療学　可
（29）平成29年3月
岸上博俊変更書提出済
・作業療法セミナーⅠ

（29）平成28年6月
八田達夫ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可

平成28年4月

作業療法セミナーⅢ
身体障害作業治療学
（中枢神経障害系）
日常生活適応学（動作
分析)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
福祉住環境論
地域リハビリテーショ
ン学
臨床実習Ⅰ（作業療
法）

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年6月
大堀具視ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可

（29）平成29年3月
大堀具視変更書提出済
・福祉住環境論
・地域リハビリテーション学
・臨床実習Ⅰ（作業療法）

平成28年4月

平成29年4月

平成28年4月

発達障害作業治療学
福祉用具学
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
作業療法セミナーⅡ
作業療法治療学特論
(ｼｰﾃｨﾝｸﾞ)
就労支援作業療法学
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法概論演習

作業療法概論演習
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
日常生活適応学（ＡＤ
Ｌ）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
高齢期障害作業治療学
作業療法セミナーⅠ

発達障害作業治療学
福祉用具学
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
作業療法セミナーⅡ
作業療法治療学特論
(ｼｰﾃｨﾝｸﾞ)
就労支援作業療法学
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法概論演習

ｷｼｶﾞﾐ　ﾋﾛﾄｼ
岸上　博俊

ﾊｯﾀ　ﾀﾂｵ
八田　達夫

教授

准教授

専

ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

准教授専

ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法治療学特論
（ハンドセラピー）

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年6月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
（29）平成29年2月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法治療学特論（ハンドセ
ラピー）　可

専

ﾊｯﾀ　ﾀﾂｵ
八田　達夫

作業療法概論演習
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
日常生活適応学（ＡＤ
Ｌ）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 教授
ｻﾜﾀﾞ　ﾕｳｼﾞ
澤田　雄二

平成27年4月

教授

専

専

専 教授
ﾊｯﾀ　ﾀﾂｵ

八田　達夫
平成28年4月

発達障害作業治療学
福祉用具学
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
作業療法セミナーⅡ
作業療法治療学特論
(ｼｰﾃｨﾝｸﾞ)
就労支援作業療法学
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

教授
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准教授
ﾊﾔｶﾜ　ﾋﾛｺ
早川　宏子

平成27年4月

専

(27)採用予定年月を1年早めた

（29）平成28年6月
大堀具視ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可

（29）平成29年3月
大堀具視変更書提出済
・福祉住環境論
・地域リハビリテーション学
・臨床実習Ⅰ（作業療法）

ｲｼﾊﾞｼ　ｱｷﾋﾄ
石橋　晃仁

基礎作業学演習（基礎
作業分析）
基礎作業学演習（応用
作業分析）
作業療法セミナーⅠ
運動学演習
地域リハビリテーショ
ン学
福祉住環境論
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H27年1月教員審査済み

（29）平成29年3月
早川宏子准教授　退職

平成27年4月

神経障害理学療法学
神経障害理学療法学演
習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
日常生活活動基礎学
理学療法セミナーⅠ
理学療法セミナーⅡ
理学療法セミナーⅢ

採用予定年月を1年早めた。

3科目についてH27年3月変更書提出
（審査中）

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成28年4月

作業療法セミナーⅢ
身体障害作業治療学
（中枢神経障害系）
日常生活適応学（動作
分析)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
福祉住環境論
地域リハビリテーショ
ン学
臨床実習Ⅰ（作業療
法）

平成27年4月

専

講師

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成29年4月

作業療法セミナーⅢ
身体障害作業治療学
（中枢神経障害系）
日常生活適応学（動作
分析)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学

基礎作業学演習（基礎
作業分析）

基礎作業学演習（応用
作業分析）

作業療法セミナーⅠ
運動学演習

地域リハビリテーショ
ン学

福祉住環境論
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)

卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 助教
ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｼ
合田　央志

（29）平成28年8月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可
・日常生活適応学（ＡＤＬ）　可
・臨床実習Ⅰ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅱ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅲ(作業療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年2月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・高齢期障害作業治療学　可
（29）平成29年3月
岸上博俊変更書提出済
・作業療法セミナーⅠ

作業療法概論演習
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
日常生活適応学（ＡＤ
Ｌ）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
高齢期障害作業治療学
作業療法セミナーⅠ

（29）平成29年3月
大堀具視変更書提出済
・地域リハビリテーション学
・福祉住環境論

専 准教授
ｷｼｶﾞﾐ　ﾋﾛﾄｼ
岸上　博俊

平成29年4月

（29）平成29年3月
清本憲太変更書提出済
・基礎作業学演習（応用作業分
析）
・作業療法評価学演習（中枢神経
系）
・臨床実習Ⅰ(作業療法)

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成28年4月
地域リハビリテーショ
ン学
福祉住環境論

作業療法概論演習
運動学演習
作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
基礎作業学演習（基礎
作業分析）

（29）平成29年3月
合田央志変更書提出済
・基礎作業学演習（基礎作業分
析）

専 助教
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成29年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
運動学演習
基礎作業学演習（応用
作業分析）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)

専 講師
ｲｼﾊﾞｼ　ｱｷﾋﾄ
石橋　晃仁

平成28年4月

神経障害理学療法学
神経障害理学療法学演
習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
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専専 助教
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成29年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
運動学演習

（29）平成29年3月
合田央志変更書提出済
・基礎作業学演習（基礎作業分
析）

専
ｼﾝｶｲﾔ　ﾌｶｼ
新開谷　深

（29）専任教員へ変更

ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｼ
合田　央志

作業療法概論演習
運動学演習
作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
基礎作業学演習（基礎
作業分析）

体表解剖学
情報科学演習

変更なし

専 助教

変更なし

平成29年4月助教

H28年1月教員審査済み(28)

義肢装具学　※
義肢装具学演習　※
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H28年1月教員審査済み(28)

義肢装具学　※
義肢装具学演習　※
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

講師専

解剖学演習（骨・筋）
体表解剖学
理学療法評価学（運動
器系）
臨床判断学（基礎編）
臨床判断学（応用編）
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 助教
ｼﾝｶｲﾔ　ﾌｶｼ
新開谷　深

平成29年4月

講師 向井　康詞 平成28年4月

西山　 徹 平成28年4月

体表解剖学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
情報科学演習

平成27年4月

専

解剖学演習（骨・筋）
体表解剖学
理学療法評価学（運動
器系）
臨床判断学（基礎編）
臨床判断学（応用編）
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

解剖学演習（骨・筋）
機能解剖学
生理学演習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

運動療法学演習
発達障害理学療法学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
機能解剖学
臨床実習Ⅰ

（29）平成29年2月
松田智恵ＡＣ教員審査済
・運動療法学演習　可
・発達障害理学療法学　可
・臨床実習Ⅱ(理学療法)　可
・臨床実習Ⅲ(理学療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年3月
松田智恵変更書提出済
・機能解剖学
・臨床実習Ⅰ

専

専 講師
ｷﾖﾀ　ﾅｵｴ

清田　直恵
平成27年4月

講師

専
ﾏﾂﾀﾞ　ﾁｴ

松田　智恵
平成29年4月

H27年1月教員審査済み

運動療法学演習
発達障害理学療法学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
機能解剖学
臨床実習Ⅰ

講師

（29）平成29年2月
松田智恵ＡＣ教員審査済
・運動療法学演習　可
・発達障害理学療法学　可
・臨床実習Ⅱ(理学療法)　可
・臨床実習Ⅲ(理学療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年3月
松田智恵変更書提出済
・機能解剖学
・臨床実習Ⅰ

ﾏﾂﾀﾞ　ﾁｴ
松田　智恵

平成29年4月

講師 平成28年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
運動学演習

（29）専任教員へ変更専
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

専 講師
ﾋﾑﾛ　ﾉﾌﾞｱｷ
樋室　伸顕

平成29年4月

運動療法学演習
発達障害理学療法学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

兼任 講師
ﾋﾑﾛ　ﾉﾌﾞｱｷ
樋室　伸顕

平成28年4月 運動療法学演習

解剖学演習（骨・筋）
機能解剖学
生理学演習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

兼任 講師
ｼﾝｶｲﾔ　ﾌｶｼ
新開谷　深

平成27年4月
体表解剖学
情報科学演習

専 助教
ｷﾊﾗ　ﾕﾘｺ

木原　由里子
平成28年4月

理学療法評価学演習
（運動器系）
運動学演習
地域理学療法学
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝン学演
習

専 助教
ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｼ
合田　央志

平成27年4月

作業療法概論演習
運動学演習
作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)

助教
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成29年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
運動学演習
基礎作業学演習（応用
作業分析）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)

（29）平成29年3月
清本憲太変更書提出済
・基礎作業学演習（応用作業分
析）
・作業療法評価学演習（中枢神経
系）
・臨床実習Ⅰ(作業療法)

兼任 講師
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成28年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
運動学演習
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兼任 講師 一瀬　信敏

小児科学

平成28年4月

担当教員変更（兼任）（29）

担当教員変更（兼任）(28)

兼担 准教授
ﾓﾘｸﾞﾁ　ﾏｲ
森口　眞衣

ﾔﾏﾀﾞ　ｱﾂｼ
山田　敦士

兼担

講師

准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ﾏﾕﾐ

松本　真由美

平成28年4月

ﾓﾘﾓﾄ　ﾀｶﾌﾐ
森本　隆文

平成29年4月

平成27年4月

倫理学
生命倫理

平成27年4月

平成27年4月

心理学
発達心理学

精神障害作業治療学

変更なし

担当教員変更（兼担）兼担 教授
ｶｸ　ﾄｵﾙ
賀来　亨

変更なし

日本語表現
中国語

兼任

兼担 准教授

変更なし

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｻﾗｼﾅ　ﾅﾎ

更科　奈保

変更なし

変更なし平成28年4月

理学療法評価学（神経
系）
理学療法評価学演習
（神経系）

兼任 講師
ｵｵﾀ　ﾏｺﾄ

太田　　誠
平成27年4月

理学療法概論
理学療法概論演習
健康政策論

担当科目追加（兼任）(28)
担当教員変更（兼任）（29）

兼任 講師
ｵｶﾞﾀ　ｶｽﾞﾋﾛ
小形　和浩

平成28年4月

精神障害作業治療
学
基礎作業学演習
（基礎作業分析）
基礎作業学演習
（応用作業分析）

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｼﾌﾞｶﾜ　ﾖｼﾋｺ
渋川　佳彦

平成28年4月

理学療法評価学（運動
器系）
理学療法評価学演習
（運動器系）

兼任 講師
ｶﾜﾉ　ﾋﾄｼ

河野　仁志
平成29年4月

変更なし

兼任 講師
ﾊﾏﾓﾄ　ﾀﾂﾔ
濱本　龍哉

平成29年4月 地域理学療法学

兼任 講師
ｺﾀﾞﾏ　ﾀｹﾋﾛ
兒玉　健宏

平成29年4月 地域理学療法学

平成28年4月兼任 講師
ｵｶﾀﾞ　ｼｹﾞﾋｺ
岡田しげひこ

チーム医療論
地域リハビリテーショ
ン学演習

変更なし

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｽｷﾞﾓﾄ　ﾋｻｼ
杉本　寿司

平成29年4月 ウィメンズヘルスケア論　

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ｻﾄｺ
鈴木　聡子

平成29年4月 変更なし

ｲｹﾀﾞ　ﾉｿﾞﾑ
池田　望

平成29年4月 精神障害作業治療学

変更なし

変更なし

変更なし

担当教員変更（兼任）（29）

変更なし

変更なし

精神障害作業治療学 担当教員変更（兼任）（29）

講師

変更なし

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ﾀﾓﾂ
池田　保

平成28年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）

兼任 講師
ｶﾅｲ　ﾏｻﾊﾙ
金井　正治

平成27年4月 基礎作業学演習(基礎
作業分析）

兼任 講師
ｲﾄｳ　ｶｵﾘ

伊藤　香織
平成27年4月 基礎作業学演習(基礎

作業分析）

変更なし

変更なし

変更なし

兼任

生理学

変更なし

兼任 講師
ｵｶﾞﾀ　ｶｽﾞﾋﾛ
小形　和浩

平成28年4月 精神障害作業治療学

兼担 教授
ｵｵｸﾎﾞ　ｲﾜｵ

大久保　岩男
平成28年4月 小児科学

兼担 教授
ﾓﾝﾏ　ﾏｻｺ

門間　正子
平成29年4月 チーム医療論

兼担 教授
ﾊﾔｼ　ﾐｴｺ

林　  美枝子
平成27年4月 文化人類学

兼任 講師
ｼﾐｽﾞ　ｶｵﾙ
清水　　薫

平成29年4月 代謝・免疫系障害理学療法学

兼任 講師
ｻｶｸﾞﾁ　ﾄﾓﾔｽ
坂口　友康

平成28年4月

理学療法評価学（神経
系）
理学療法評価学演習
（神経系）

兼任 講師
ﾔﾏｸﾞﾁ　ｶｽﾞﾕｷ
山口　和之

平成30年4月 健康政策論　

講師
ｱﾀﾞﾁ　ｱﾂﾋﾛ
足立　重敬

平成30年4月 健康政策論　

兼任 講師
ﾊﾀﾊﾗ　ﾘｴ

畑原　理恵
平成29年4月

災害リハビリテーショ
ン
ウィメンズヘルスケア
論

兼任

災害リハビリテーション　

兼任 講師
ﾔﾏﾀﾞ　ｻﾄﾐ
山田　里見

平成28年4月

作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
(中枢神経系）

兼任 講師
ｽｷﾞﾓﾄ　ﾉﾘｺ
杉本　典子

平成27年4月
基礎作業学演習（応用
作業分析）
地域作業療法学

兼任 講師
ﾔｼﾞﾏ　ﾄｼﾋｺ
矢嶋　俊彦

平成27年4月 解剖学
解剖学演習（神経）

兼任 講師
ﾌｸｼﾏ　ｼﾞｭﾝｺ
福島　順子

平成27年4月 生理学
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物理学
生活科学と情報科学の担当教員を
変更した。（29）

兼任 講師
ﾜﾀﾞ　ﾀﾂﾋｺ
和田　龍彦

平成27年4月
物理学
生活科学
情報科学

兼任　

兼任 講師

兼任　 講師
ﾐﾔﾓﾘ　ﾖｼｺ
宮森　芳子

平成29年4月

講師
ｵｷﾞﾜﾗ　ﾕｳｺ
荻原　裕子

橋本めぐみ

生活科学

講師
ﾁﾊﾞ　ﾀｶｼ

千葉　　卓
平成27年4月 法学 

変更なし兼任 講師
ｲｼﾀﾞ　ﾕｷ

石田　ゆき
平成27年4月

教育学
教育心理学
人間関係論

兼任 変更なし

変更なし平成27年4月 英語Ⅰ

兼任 講師 吉田　昌弘 平成27年4月
生活と運動
健康とスポーツ

変更なし

担当教員追加（兼任）(28) 

変更なし

担当教員変更（兼任）(29) 

平成28年4月
生活と運動
健康とスポーツ

講師
ﾀｶﾊｼ　ﾖｼﾉﾌﾞ
高橋　義信

平成27年4月 人間発達学兼任

講師

兼任

ﾂﾁﾊｼ　ｹｲ
土橋　恵

平成29年4月

講師
ﾜﾀﾞ　ﾀﾂﾋｺ
和田　龍彦

病理学 担当教員変更（兼任）(29) 

変更なし

兼任 講師

兼任 講師
ｵｶﾀﾞ　ｸﾆﾋｺ
岡部　晋彦

平成27年4月 栄養学

平成28年4月 内科学 兼担

兼任 講師
ﾔﾏﾓﾄ　ﾔｽｵ
山本　泰雄

兼任 講師
ｺﾝﾄﾞｳ　ﾌﾐｴ
近藤 文衛

平成29年4月
ｼﾏﾓﾄ　ｶｽﾞｱｷ
島本　和明

保健医療論
内科学

担当教員変更（兼担）(29) 

変更なし

担当教員変更（兼任）(29) 

変更なし兼任 講師
ﾅｽ　ｼｭﾝｲﾁ
那須　俊一

平成28年4月 障害学特論

平成28年4月
運動器障害理学療法学
演習
スポーツ理学療法学

ﾐﾔｼﾀ　ﾑﾈﾊﾙ
宮下　宗治

変更なし平成28年4月 障害学特論

教授

兼任 講師
ｺﾃﾞﾗ　ｼｭｳｲﾁ
小寺　秀一

平成28年4月 障害学特論

兼任 講師

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｵﾆﾂﾞｶ　ﾋｻｼ

鬼塚　　久志
講師

ﾎﾝﾄﾞｳ　ﾉﾌﾞﾋﾛ
本道　伸弘

平成29年4月 担当教員変更（兼任）(29) 

講師
ﾊﾀ　ｼｭﾝｲﾁ
端　　俊一

平成27年4月 統計学 変更なし

兼任 講師
ｲｼﾀﾞ　ﾔｽｼ
石田　容士

変更なし

兼任

兼任 講師
ﾌｼﾞｲ　ﾋﾛﾀﾀﾞ
藤井　博匡

平成27年4月 環境科学

平成29年4月 義肢装具作業療法学

変更なし兼任 講師
ﾔﾏｼﾀ　ｺｳｷ
山下　浩紀

チーム医療論平成29年4月

担当教員変更（兼任）

講師
ｳｽｲ　ｱｷﾗ

薄井　　明
教授

ﾊﾔｼ　ﾐｴｺ
林　  美枝子

平成28年4月

担当教員変更（兼任）兼担 平成27年4月平成27年4月 社会学 社会学

兼任 講師
ｲﾏｲ　ﾖｼｴ

今井　由惠
音楽

兼任

変更なし

兼任 講師
ｸﾘﾓﾄ　ﾐｽﾞｴ
栗本　瑞恵

兼任 講師 平成29年4月 北海道史 担当教員変更（兼任）(29) 
ﾊﾏｸﾞﾁ　ﾕｳｽｹ
濱口　裕介

北海道史平成27年4月

情報科学兼任　 講師
ﾊﾀ　ｼｭﾝｲﾁ
端　　俊一

平成27年4月

平成27年4月

哲学
論理学
宗教と思想

変更なし

変更なし兼任 講師
ﾅｶﾊﾞﾔｼ　ﾋﾃﾞｶｽﾞ
中林　秀和

平成27年4月 生物学

病理学

兼任 講師
ｲｼﾄﾋﾞ　ﾐﾁｺ
石飛　道子

平成27年4月

兼任 講師 吉田　昌弘 平成27年4月 生活と運動
健康とスポーツ

兼任

変更なし

兼任 講師
ﾊﾔｼ　ﾔｽﾋﾛ
林　恭裕

平成27年4月 社会福祉学

兼任 講師
ﾌｼﾞﾉ　ｼﾞｭﾝｷ
藤野　準己

平成27年4月

ｱｻﾉ　ﾕｶｺ
浅野　友佳子

平成29年4月 高次脳機能障害作業治療学

平成28年4月 カウンセリング論
臨床心理学

義肢装具作業療法学 兼任

兼任 講師
ﾓﾘﾔ　ｷﾖｼ

森谷　　絜
平成27年4月 環境科学

兼任 講師
ｵｵｳﾁ　ﾀｶｵ
大内　高雄

平成28年4月 ボランティア活動 兼任 講師
ｵｵｳﾁ　ﾀｶｵ
大内　髙雄

平成28年4月 ボランティア活動 氏名の間違い
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　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　を記入してください。

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２９年５月１日現在の満年齢

兼任 講師 ｾﾞﾌ・ﾌﾞﾙｯｸﾘﾝ 平成27年4月 英語Ⅱ 兼任 講師 ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ ﾌﾚﾅｰ 平成27年4月 英語Ⅱ 担当教員変更（兼任）

兼任 講師
ｱｶﾏ　ｿｳﾀ

赤間　壮太
平成28年4月 英語Ⅲ

英語Ⅳ
兼任 講師

ｱｶﾏ　ｿｳﾀ
赤間　荘太

平成28年4月 英語Ⅲ
英語Ⅳ

氏名の間違い

兼任 講師
ｷﾑ　ﾁｬﾝｷﾝ
金　昌震

平成28年4月 韓国語 変更なし

兼任 講師
ﾌｼﾞﾀ　ﾏｻﾉﾌﾞ
藤田　修靖

平成29年4月
作業療法治療学特論
（行動分析）

専 教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法治療学特論
（ハンドセラピー）

（29）平成28年6月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
（29）平成29年2月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法治療学特論（ハンドセ
ラピー）　可

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ﾋﾛｼ
池田　官司

平成28年4月 精神医学 変更なし

兼任 講師
ｻｶｳｴ　ﾏﾘ

坂上　真理
平成29年4月 作業療法治療学特論

（治療理論）
兼任 講師

ｻｶｳｴ　ﾏﾘ
坂上　真理

平成29年4月
作業療法治療学特論
（治療理論）
高齢期障害作業療法学

担当教員変更（兼任）
（29）高齢期障害作業療法学、担
当教員変更（専任）

兼任 講師
ｻﾝﾐﾔ　ｺｳﾀ
三宮　孝太

平成29年4月
身体障害作業治療学
（運動器・内部障害
系）

変更なし

兼任 講師
ｾﾘﾀ　ｶｵﾙ
芹田　馨

平成29年4月 応急処置法 兼任 講師
ｾﾘﾀ　ﾖｳｺ

芹田　洋子
平成29年4月 応急処置法 担当教員追加（兼任）(29) 

兼任 講師
ｸﾉ　ｹﾝｼﾞ

久野　研二
平成28年4月 地域リハビリテーション学演習※ 変更なし

兼任 講師
ｵﾔﾏ　ﾖｳﾍｲ
尾山　陽平

平成29年4月 呼吸リハビリテーション特論 変更なし

兼任 講師
ﾖｺｸﾞｼ　ｶｽﾞﾄｼ
横串 算敏

平成28年4月 整形外科学 兼任 講師 佐々木　浩一 平成28年4月 整形外科学 担当教員変更（兼任）(28)

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ｼｮｳｼﾞ
鈴木　昭治

平成28年3月 神経内科学 兼任 講師
ｻｲﾄｳ　ﾏｻｷ
齊藤　正樹

平成28年4月 神経内科学
担当教員変更（兼任）(28)
担当教員年齢修正（29）

兼任 講師 軟部組織治療学
徒手関節治療学

兼任 講師
ﾐﾔﾓﾄ　ｼｹﾞﾉﾘ
宮本 重範

平成29年4月
軟部組織治療学
徒手関節治療学

担当教員変更（兼任）

兼任 講師 高次脳機能障害学 兼任 講師
ｻｶｲ　ｼﾝﾔ
境　信哉

平成29年4月 高次脳機能障害学 担当教員変更（兼任）

兼任 講師 代謝・免疫系障害理学療法学 兼任 講師
ｶﾄｳ　ｼﾝｼﾞ
加藤　新司

平成29年4月
代謝・免疫系障害理学
療法学

担当教員追加（兼任）

運動器障害理学療法学 専
教授
（学科
長)

ｲﾇｲ　ｷﾐﾊﾙ
乾　　公美

平成27年4月

生理学演習
運動療法学
義肢装具学
義肢装具学演習
神経筋促通治療学
研究法
臨床実習Ⅰ(理学療
法）
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
運動器障害理学療法学

科目開設時までに変更書提出予定
（28）

（29）平成29年2月
乾公美ＡＣ教員審査済
・運動器障害理学療法学　可
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　　　　（　）書き等のみを記入してください。
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教　授 准教授 講　師 助　教
計
（Ｂ）

2人 5人 4人 16人

［　1人　］ ［3人］ ［0人］ ［3人］

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

2人5人

（5人）

4人 13人 5人
16人4人5人

［△1人　］（1人） （2人） （1人） （9人）

1人 2人

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　（２）－②　専任教員数

65 2 4

歳 名

6人

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

名

うち、完成年度時
における設置基準
上の必要教授数

（２） 専任教員数等

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

48

名
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

2 一身上の都合により辞任（29）福祉住環境論 ①

①

必修 卒業研究Ⅱ ①

①

１ 教授 澤田　雄二 一身上の都合により辞任（28）

早川　宏子

臨床実習Ⅰ(作業療法) ①

選択 臨床実習Ⅱ(作業療法)

臨床実習Ⅲ(作業療法) ①

必修 卒業研究Ⅰ

一身上の都合により辞任（29）

選択

選択 発達障害理学療法学

14 科目

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

必修

地域リハビリテーション学

必修 2 科目

後任補充状況

選択
人

計

科目6

20 科目

辞任した教員数

自由
2

必修 6

00 科目

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

自由

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

運動学演習 ①

必修 ①

選択

0自由

計 0計 020 計

自由 0

①

必修 0

選択 14

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

①

0 選択 0

必修

選択

自由

①

計計

自由 0

辞任等の理由担当予定科目

自由 0

6 0

必修・選択・自由の別

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

選択

自由

選択

必修 2

0

0

1 人
4

0

0

0

0

0必修

必修 卒業研究Ⅰ ①

必修 卒業研究Ⅱ ①

①

選択 臨床実習Ⅱ(理学療法) ①

選択 臨床実習Ⅲ(理学療法) ①
講師

4

科目

6 科目

科目

合計（Ａ）

運動療法学演習 ①

1 樋室　伸顕

①

卒業研究Ⅱ ①

①

選択

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

②の合計数（b） ③の合計数（c）

日常生活適応学（ＡＤＬ） ①

選択 臨床実習Ⅰ(作業療法)

必修

作業療法セミナーⅠ

基礎作業学演習（応用作業分析） ①

選択

選択

卒業研究Ⅰ

選択 臨床実習Ⅱ(作業療法) ①

選択 臨床実習Ⅲ(作業療法)

必修

選択 作業療法評価学演習（神経・筋力系）

選択

選択

選択

准教授

選択

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

選択

基礎作業学演習（基礎作業分析）

①

選択

①

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

番　号

①の合計数（a）

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 就任辞退（未就任）の理由

作業療法学概論演習

担当予定科目

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

番　号 職　位

①

作業療法評価学演習（骨・関節系）

専任教員氏名

後任補充状況

必修

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

後任補充状況の集計（Ｂ）

計
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　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目0

自由 0

計 26 科目 計 26 計 0 計

0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 18 科目 選択 18 選択

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

3 人

必修 8 科目 必修 8

後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

②の合計数（b）担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修 0

①の合計数（a） ③の合計数（c）

合計（Ａ）＋（Ｃ）

必修 0

辞任等した教員数
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

　・交代については、やむを得ないと判断し事前相談を行った。

　・学生には担当教員が変更になった旨、周知徹底した。

　　　　記入してください。
（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

・専門教育科目におけ
る専攻ごとの履修方法
について、「教育課程
等の概要」の「卒業要
件及び履修方法」の欄
では必修科目と位置付
けられている科目が、
「設置の趣旨等を記載
した書類」では選択科
目と位置付けられてい
るかのように記載され
不整合が生じており、
学生に混乱を与える可
能性がある。そのた
め、学生が所属専攻ご
とに履修すべき科目を
適切に選択できるよ
う、専攻ごとの授業科
目の必修・選択の区分
を整理した上で、学生
に対して丁寧な履修指
導を行うこと。

留意事項

(27)学生が所属専攻ごとに履修すべき科目
を適切に選択できるよう、専攻ごとの教育
課程進路表を作成し、シラバスに記載し学
生に配布。さらに入学生オリエンテーショ
ン及び専攻別オリエンテーションにて学生
に対し、科目ごとに必須・選択の説明を行
い、加えて履修登録の際には、担任教員が
立会い指導を行った。

(28)27年度と同様の対応を行った。

(29)28年度と同様の対応を行った。

・運動場が別地にある
ことから、教育に支障
のないようにすること
はもとより、学生の課
外活動等に配慮するこ
と。

留意事項

(27)恵み野キャンパスの講堂・テニスコー
トを有効活用するとともに、グランド使用
の際のキャンパス間移動については学生送
迎用のマイクロバスを配置済みである。

(28)引き続き、教育及び学生の課外活動等
に支障のないよう努める

(29)28年度と同様に対応した。

・完成年度前に、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が比較的高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編成の将来構想
について検討するこ
と。

留意事項

(27)経験のある教員については、定年規程
の趣旨を踏まえて、再雇用制度を利用する
とともに、教員組織編成の将来構想のなか
で若手の教員を採用することを検討する。

(29)以下に記載する29年2月に付された改
善意見への履行状況のとおり対応する。

留　意　事　項　等

設　置　時
（27年4月）

６　留意事項等に対する履行状況等
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・教員の補充を必要と
された３２授業科目に
ついては、開設時又は
科目開講時までに教員
を配置すること。う
ち、専任教員の配置を
必要とされた２８授業
科目については、確実
に専任教員を配置する
こと。

留意事項

(27)32科目中、兼任教員の4科目について
は、既に配置済みである。専任教員の28科
目について、17科目は、1月の教員審査で
既に承認を得ている。また1科目は、同じ
く1月の教員審査の際に兼任可との返答を
得て、既に配置済みである。4科目につい
ては、3月に専任教員採用等変更書を提
出。残りの6科目については、開講年時ま
でに専任教員採用等変更書を提出予定であ
る。

(28)未配置科目6科目中、5科目について
は、1月の教員審査で既に承認を得てい
る。残りの1科目については開講年時まで
に専任教員採用等変更書を提出予定であ
る。

(29)全ての科目について、専任教員を配置
済。

設　置　時
（27年4月）

設置計画履行状
況調査時

（28年2月）

(28)平成28年1月12日の執行役員会におい
て｢学生募集対策本部」の設置を決議し
た。

○設置の目的
専門学校から大学に改組したにもかかわら
ず入学定員が充足していない。28年度にお
いても定員充足については極めて厳しい状
況にある。
質の高い学生を確保するために入学定員の
6倍の志願者数をめざし、学生募集戦略の
抜本的な見直しを行い、早期に決定して実
行することを目的に経営と教学が一体と
なった「学生募集対策本部」を設置する。
○メンバー
[本部長]理事長
[副本部長]学長
[看護学科担当]学科長
[ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科担当]学科長
[診療放射線学科担当]学科長
[大学事務局]事務局長、広報担当係員2人

(29)引き続き学生募集対策委員会におい
て、学生確保に努める。

学生募集対策委員会会議
は、過去６回（1/25、
2/8、2/17、2/24、3/10、
3/18）開催しており、今後
も次の事項について継続し
て検討・実行していく計画
である。

○検討事項
１学生の確保に関する事項
①学生確保に関する基本方
針に関する事項
②学生募集要項に関する事
項
③学生募集に関わる調査及
び研究等に関する事項
④その他学生の確保に関す
る事項
２広報に関する事項
①学生募集に係る広報活動
に関する事項
②各種メディアを利用した
広報活動に関する事項
③ホームページの企画及び
作成に関する事項
④大学案内等の企画及び作
成に関する事項
⑤その他の広報活動に関す
る事項
３適正な入学定員に関する
事項

保健医療学部リハビリ
テーション学科の定
員充足率の平均が0.7
倍未満となっている
ことから、学生確保に
努めるとともに、入
学定員の見直しについ
て検討すること。

改善意見
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保健医療学部リハビリ
テーション学科にお
いて、定年規程に定め
る退職年齢を超える
専任教員数の割合が比
較的高いことから、
定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努
めるとともに、教員組
織編制の将来構想に
ついて検討すること。

改善意見

(29)以下に記載する29年2月に付された改
善意見への履行状況のとおり対応する。

(28)今回、リハビリテー
ション学科設置に伴う定年
延長の特別措置は、あくま
でも例外的な措置であり、
定年年齢(65)を超えて採用
した専任教員(以下A教員と
いう。）及び採用後4年以
内に定年年齢を迎える専任
教員（以下B教員とい
う。）については、採用後
4年間は雇用継続し、それ
以降は退職又は特任教授等
の適用により、適切な運用
を図っていく。
上記特例措置の該当教員に
ついては、A教員の該当者
は4人、B教員の該当者は2
人いる。特例期間が満了す
る前に教員を補充する計画
であり、任用に当たって
は、職位・年齢等のバラン
ス及び教育研究分野等を考
慮し、教員任用規程に基づ
いて計画的に進める。

設置計画履行状
況調査時

（29年2月）

保健医療学部リハビリ
テーション学科におい
て、定年規程に定める
退職年齢を超える専任
教員数の割合が比較的
高いことから、定年規
程の趣旨を踏まえた適
切な運用に努めるとと
もに、教員組織編成の
将来構想について検討
すること。

改善意見

(29)現在の専任教員の職位と年齢構成は次
のとおり。（職位はH29.5.1現在、年齢は
H30.3.31現在）

当学科の完成年度末（H31.3.31）におい
て、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員は、乾教授（69歳）、高橋教授（67
歳）、坪田教授（73歳）、八田教授（66
歳）の計4人である。坪田教授は、完成年
度をもって退職意向の申し出があり、他３
教員は、完成年度以降適時退職する予定で
ある。教員組織編制の将来構想は、退職す
る教授の後任には、教員任用規程に基づき
学内の准教授を教授に昇任するほか、年齢
構成を考慮し、50歳代の教授職を公募によ
り採用する。後任の教員の採用に当たって
は、教育・研究に支障の無いよう採用時期
に配慮する。また、今後も、ＦＤを強化し
教員の育成、特に若年の助教、講師の育成
に努める。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

設置計画履行状
況調査時

（28年2月）

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

教授 准教授 講師 助教 計

30～39 3 2 5

40～49 1 2 3

50～59 1 2 3

60～64 1 1

65～69 3 3

70以上 1 1

計 5 2 5 4 16
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　　　　記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　入学者選抜方法の変更 ①　平成29年度入学試験（平成29年4月入学生）はAO入学

　　　・一般入学試験 　試験を2回実施。

　　　・推薦入学試験 　　平成30年度入学試験（平成30年4月入学生）について

　は、AO入学試験を1回実施予定。

　　平成30年度入学試験（平成30年4月入学生）から、

　大学入試センター試験利用入学試験を実施予定

　　　・授業評価アンケートについて

　　　・ＦＤ研修会について

　　　・次年度の活動と予算（案）

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　①　学生による授業評価アンケートの改訂

　　　・診療放射線学科開設に伴い、これまで看護学科・リハ学科で作成した授業評価アンケート（講義・演習用）と

　　　（実習用）の様式の見直しを行なった。

　　　・第4回ＦＤ委員会　平成29年 1月25日（教員8人、事務職員1人）

　　　・第3回ＦＤ委員会　平成29年 1月10日（教員8人、事務職員1人）

　　　・第1回ＦＤ委員会　平成28年 4月27日（教員8人、事務職員1人）

      ・ＦＤ委員会の今年度の活動計画について

・授業評価に関しては、各科目の講義の最終回に実施した。実施方法は科目担当教員がアンケート用紙を配付
し、学生が記入後、事務職員が回収にあたるか、または学生がボックスに投函した。集計結果は、各科目担当者
に項目ごとの平均値・全平均値・自由記述部分を返却し、あわせて、全科目集計表を添付し、授業改善の参考と
してもらうようはたらきかけた。また、全科目集計表・必修―選択科目集計表・基礎教育―専門基礎教育―専門
教育科目等、グループごとの集計表とそのグラフを真栄キャンパス・恵み野キャンパス、それぞれに掲示し、学
生が授業評価アンケートの結果を閲覧できるようにした。
各科目担当教員に授業評価アンケートの集計および自由記述結果を返却し、より良い授業構築へとつながった。
次年度より、各教員からはその内容を受け今後の教育にどう反映させるかを書面（電子データ）で提出してもら
うことが話し合われた。さらに、提出されたものは学生にも公開し、各教員、学生間の双方の意見交流の機会と
し、より良い授業構築へとつなげることが決定された。

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　・ＦＤ委員会

　　　　看護学科、リハビリテーション学科、診療放射線学科の3学科で実施

　　　・第2回ＦＤ委員会　平成28年 6月 8日（教員8人、事務職員1人）

７　その他全般的事項

＜保健医療学部　リハビリテーション学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ａ　委員会の設置状況

　　② 学生による授業評価アンケートおよびフィードバックの実施
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　　④　教員研修会の実施、授業方法の開発

　　　・２回の教員研修会はいずれも公務で外勤した教員以外、全員の参加があった。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

教員研修会に関しては、平成28年度は各教員の研究活動に関わる企画を据えた。研究活動はFD委員会の主目的で
ある教育課程・体制の開発向上や教育方法の向上とも間接的につながるものであり、研究の充実は学生に提供す
る講義内容、教育方法の向上とも連動することから、シリーズ1として、研究倫理に関する学習会、シリーズ2と
してアクティブ・ラーニングに関する学習会を実施した。
研究倫理については、ここ近年、研究者に倫理意識の向上が求められており、「人を対象とする医学系研究に関
する倫理指針」が出され、大学教員に対し研究倫理に関する講義の受講が義務付けられていることから、研究倫
理委員会との合同企画としてシリーズ1を実施した。
・シリーズ1：平成28年8月31日（水）
第１部　研究倫理教育　13：30～15：00
札幌医科大学　医学部知的財産管理学　石埜正穂教授
「責任ある研究活動への取り組み」-研究活動における不正行為について-
第２部　コンプライアンス教育　15：10～16：10
本学リハビリテーション学科学科長　乾　公美教授
-本学における競争的資金等の適正な執行について-
・シリーズ2：平成28年9月6日（水）14：00～16：00
北海道大学高等教育推進機構　高等教育研修センター
　山本　堅一　特任准教授
「アクティブ・ラーニングについて」
参加者は公務で不在の教員を除き、2回とも全教員の参加があった。研修内容、時期、場所、所要時間について
参加者にアンケートを実施した結果、有意義な研修であったという意見が多かった。

　　　・上記の実施内容に沿って適切に実施。

・平成29年度（前期・後期）は、専任教員科目については学生へのフィードバックを実施することとした。
授業評価アンケート結果に対する科目責任者から学生へのフィードバック（100字から300字以内）について、統
一のフォーマットにコメントを掲載し、学生ポータルサイトにPDFで掲載する。

　　　・学内掲示板で教員及び学生に公開を行っている。　前期分：９月　後期分：翌年度の４月

　　　・学期毎に実施　前期７～８月　後期１～２月

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　③ 教育課程の検討

・看護学科は2年間授業を行なった中で変更や追加が望ましい部分等を加味し、2018年度以降の新カリキュラム
再編へ話し合いが行われた。FD委員会ではカリキュラム検討会の推移を見守った。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　29年　　　8月　　　 　　）

　　　　含めて記入してください。

　ａ　公表（予定）時期

③　認証評価を受ける計画

　　・平成31年度に評価機関（日本高等教育評価機構）評価を受けるべく、準備中

　　・日本医療大学年報第2号（平成28年度）を、自己点検・評価報告書に代えて平成29年度下期に公表予定。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　ｂ　公表方法

　　・本学ホームページに公表予定。

　　　　いて記入してください。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

　看護学科、リハビリテーション学科、診療放射線学科ともに人間尊重の理念と豊かな人間性を有する人間力を育
て、社会のニーズに対応できる学問的に裏付けされた専門的知識・技術を学修させ、エビデンスに基づいた実践力
を育成し、専門職業教育に求められる科学的思考力と主体的学修能力をもった人材を育成することを目的としてい
る。
看護学科は平成28年度が開設3年目、リハビリテーション学科は開設2年目、診療放射線学科は開設1年目で、上記の
目的を達成すべく活動してきており、平成27年度に立ち上げた自己点検評価委員会での自己点検・評価を実施し、
目的達成に向けての問題点の把握、改善策の実施を進めていく方針である。

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ツシマ　ノリアキ ）

対　馬　徳　昭

（平成5年4月）

（デンノ　リュウイチ）

傳　野　隆　一

（平成26年4月）

（デンノ　リュウイチ）

傳　野　隆　一

（平成26年4月）

（イヌイ　キミハル）

乾　　　公　美
（平成27年4月）

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

学　　長

学 部 長

学科長等

(27)設置時は学科長を置いて
いなかったが、開学に伴い左
記の教員を学科長とした。

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

　　　〒061-1373
　　　　北海道恵庭市恵み野西６丁目１７番３号
　　　　（〒004-0839　北海道札幌市清田区真栄434番地1）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

（２） 大　学　名
　　　　日本医療大学

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人日本医療大学
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　に報告書を作成してください。

保健医療学部
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科
理学療法学専攻
学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

- - 40人 － 40人 人 40人 －

- - 77人 － 100人 - 86人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

- - 76人 － 95人 - 85人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

- - 58人 － 62人 - 61人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

- - 38人 － 43人 - 33人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

0.82倍

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

- 0.95倍 1.07倍

[ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ]

志願者数

Ａ　 入学定員

0.94倍

(　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　)

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度
平均入学定員

超 過 率
備　　考

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ関係）

4年 40人 － 160人
保健衛生学関係

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （１人） （－） (2人) (－)

- - 38人 - 44人 - 35人 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （－） （－） (2人) (－)

- - - - 37人 - 43人 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （－） (－)

- - - - 34人 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（－） （－） （－） （－）

- - - -

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

- 38人 81人 112人

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

[　　－　　] [　　－　　] [　－　]

（　　－　　） （　　－　　） （　　１人　　） ( 4人 )

１年次

２年次

３年次

４年次

計

[　　－　　]

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度
備　　　　　考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２６年度 - 人 - 人

平成２７年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 2 人 人
一身上の都合（１人）
他の教育機関への入学（１人）

平成２９年度 人 人

平成２８年度 0 人 人

平成２９年度 人 人

33 人 0 人 平成２９年度 0 人 0 人 - 0.00 ％

114 人 2 人 1.75 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

％

平成２９年度
入学者

合　　計

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成２８年度
入学者

43 人 0 人 0.00

％

平成２７年度
入学者

38 人 2 人 5.26 ％

平成２６年度
入学者

- 人 - 人 -

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数
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心理学

発達心理学 　

生物学

物理学 担当教員の都合により，配当学期を変更

生活科学

環境科学

生活と運動 教員追加（28）

健康とスポーツ 教員追加（28）

統計学

情報科学

情報科学演習

人間発達学

倫理学

生命倫理

哲学

論理学

宗教と思想

人間関係論

文化人類学

社会学

音楽

法学

教育学

北海道史

ボランティア活動

日本語表現

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

中国語

韓国語

解剖学

解剖学演習（骨・筋） 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

解剖学演習（神経）

体表解剖学 教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

機能解剖学 27年1月教員審査済
担当教員を変更するため、担当科目追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　　H29.03変更書提出済

生理学

生理学演習 27年1月教員審査済

運動学

運動学演習

病理学 担当教員の都合により，配当学期を変更
担当教員の都合により，配当学期を変更（28）

栄養学

臨床心理学 兼1

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

2前 2

兼1

1前 2 兼1

1後 1前
1後

2

2後 1 1 3

2前 4 1

兼1

2前 1 1 1

1前 4

兼1 0

1後 1 1

兼1

1前 1 1 1

兼1

1前 2 1　2

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

1前 4

1後 1

兼1

2前 1 兼1

1後 1

兼1

3前 1 兼1

2前 1

兼1

1後 1 兼1

1前 1

兼1

1前 1 兼1

2後 1

兼1

1前 1 兼1

1前 1

兼1

1前 1 兼1

2後 1

兼1

1後 1 兼1

1後 1

兼1

1後 1 兼1

2前 1

兼1

1前 1 兼1

1後 1

兼1

1後 1 兼1

1前 1

1

2後 2 兼1

1前 1

兼1

1前 1 兼1

兼1　兼2

1後 1

兼1　兼2

1後 1

1後 1

兼1

1前 1 兼1

兼1

1後 1

兼1

1後 1前 2

兼1

1前 2

兼1

1後 1 　

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

1前 1

科目
区分

授業科目の名称 配 当 年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

２　授業科目の概要

＜保健医療学部　リハビリテーション学科　理学療法学専攻＞

（１） 授業科目表
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カウンセリング論

教育心理学

内科学 学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

整形外科学

神経内科学

精神医学

小児科学

障害学特論

リハビリテーション論

チーム医療論

保健医療論

社会福祉学

健康政策論

理学療法概論

理学療法概論演習

理学療法セミナーⅠ H27年3月教員審査中

理学療法セミナーⅡ H27年3月教員審査中

理学療法セミナーⅢ H27年3月教員審査中

教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

理学療法評価学演習（運動器系）

臨床判断学（基礎編） 教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

臨床判断学（応用編） 教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

運動療法学

運動療法学演習 H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

運動器障害理学療法学 教員未定のため変更書提出予定
教員未定の補充として、担当科目追加（29）
　　担当　乾　公美（教授）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

神経障害理学療法学

神経障害理学療法学演習

学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

教員追加

発達障害理学療法学 H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

高齢期障害理学療法学

物理療法学

物理療法学演習

義肢装具学 教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

義肢装具学演習 教員未定のため変更書提出予定
教員追加（28）
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

日常生活活動基礎学 H27年3月教員審査中

神経筋促通治療学 学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

高次脳機能障害学

徒手関節治療学

スポーツ理学療法学

地域理学療法学

生活環境学

地域作業療法学 3前 1 兼1

3後 1 1

3前 1 1 1 兼2

兼1

兼1

3後 1

兼1

3後 1

3後 1

3前 3後 1 1

3前 1 1

3前 1 1 1

3前 1 1 1

兼1

3前 1 1 兼1

3前 1 1

3後 1 1

兼1 兼2

3後 1 1

代謝・免疫系障害理学療法学 3前 1

呼吸・循環器障害理学療法学 3前 3後 1 1

3前 1 1

兼1

3前 1 1

運動器障害理学療法学演習 3前 1

3前 1 1

2後 1 1

2前 1 1

3後 1 1

兼2

2後 1 1

兼2

理学療法評価学演習（神経系） 2通 2

1 兼1

理学療法評価学（神経系） 2通 1

2通 2

理学療法評価学（運動器系） 2通 1

3前 1 1

兼1

2後 1

1

兼1

1

1

兼1

1後 1

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

1前 1

1後 1

4後 1 兼3

1後 1 兼1

2後 1 兼1

3前 1 1 兼4

兼3

1後 2 1

2後 2

兼1

2前 1 兼1

2後 2

兼1

2前 2 兼1

2前 2

兼1

2前 2後 2 兼1

2後 2 兼1

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

2前 2

38



福祉住環境論 27年1月教員審査済

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済

臨床実習Ⅰ（理学療法） 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

担当教員充実のため、担当科目追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　　H29.03変更書提出済

臨床実習Ⅱ（理学療法） 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年2月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年2月教員審査済　判定可

H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

臨床実習Ⅲ（理学療法） 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

応急処置法 担当教員追加（29）

軟部組織治療学

ウィメンズヘルスケア論

災害リハビリテーション

27年1月教員審査済

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済

研究法

卒業研究Ⅰ 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可
H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

卒業研究Ⅱ 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可
H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
　　　　赤字で見え消し修正をしてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　

（２） 授業科目数

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。
　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上
　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

4通 2 6　5 1 2 2 3 5

3後 1 6　5 1 2 2 3 5

3前 1 1

地域リハビリテーション学演習 2前 1 1 兼2 

兼2

地域リハビリテーション学 2前 1 1

3前 1

兼1

3前 1 兼2

3前 1

兼1

3前 1 兼1 2

1

呼吸リハビリテーション特論 3後 1

リハビリテーション管理学 4後 1 1

4前 16 3 2 3 5 2

3 3 2 3 5 2

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

2後 1 3 1 2 4
5

1

3後

3後 1 0 1
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[　0　] [　0　]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　0　] [　0　]

自　由 計
0科目 135科目32科目 103科目 0科目 135科目 32科目 103科目

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ なし

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ なし

２

３

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

なし

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無
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備考

2,000千円

9,994千円
10,102千円

3,000千円 3,000千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 3,000千円 3,000千円 設備購入費
29,520千円
33,438千円

3,383千円
2,000千円

区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度
(27)経費の見積り及び
資金計画の一部変更

(８) 教員１人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

556.1㎡ テニスコート１面

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

206.61㎡ 50席 14,640冊

960 30

（8,484[172]）
（8,789[170]）

（8,330〔157〕）

（145[40]）
（2,158[695]）

（1,966〔633〕）
（8〔8〕） (61)

（962）
(960)

(32)
(30)

（145[40]）
（2,158[695]）
（2,006[646]）

（1,966〔633〕）

（8〔8〕） (61)
（962）
(961)
(960)

(32)
(30)

計

9,140〔237〕　
（145[40]）
2,011〔653〕

8〔8〕　 61

点 点

保健医療学部
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科

9,140〔237〕
（145[40]）
2,011〔653〕

8〔8〕　 61 960 30

（8,484[172]）
（8,789[170]）
（8,345[163]）

（8,330〔157〕）

機械・器具 標　　本

(27)図書、学術雑誌、
機械・器具、標本に変
更あり
(28)図書、学術雑誌、
変更あり
(29)図書、学術雑誌
（総冊数から種に変
更）、機械・器具に変
更あり

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

〔うち外国書〕 点

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

保健医療学部　リハビリテーション学科 15 室

11室 11室 10室
1室 情報処理室と共用

（補助職員0人） （補助職員0人）

（5,623.13㎡）
（4,273.46㎡）
（3,055.87㎡）

（8,630.68㎡）
（8,386.92㎡）
（4,658.96㎡）

（1,806.22㎡）
（4,158.58㎡）
（3,095.58㎡）

（16,060.03㎡）
（16,818.93㎡）
（10,810.41㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
日本福祉看護診療放射線学院と共
用：収容定員400人
面積基準：1,480㎡
(27)平成27年4月ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科開
設に伴い面積の変更あり
(28)平成28年4月診療放射線学科開
設に伴い面積の変更あり（校舎の
総面積の減少については、体育館
及び講堂の面積を除いたためであ
り、建築等設置計画に変更なし）

16,060.03㎡
11,175.86㎡
5,167.31㎡

0㎡
3,179.52㎡

0㎡
2,463.58㎡

16,060.03㎡
16,818.96㎡

 10,810.41㎡

そ　の　他 3,058㎡ 0㎡ 0㎡ 3,058㎡

合　　　計
46,599㎡
25,654㎡
16,768㎡

20,945㎡ 0㎡
46,599㎡
37,713㎡

0㎡ 0㎡ 13,710㎡

小　　　計
43,541㎡
22,596㎡
13,710㎡

0㎡
20,945㎡

0㎡
43,541㎡
34,655㎡

計
日本福祉看護診療放射
線学院と共用：収容定
員400人
面積基準：なし
（借用地）運動場　20
年、13,710㎡
駐車場、1年更新、
3,058㎡
(27)平成27年4月ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ学科開設に伴い
面積の変更あり
(28)平成28年4月診療
放射線学科開設に伴い
面積の変更あり

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
29,831㎡
8,886㎡

0㎡

0㎡
20,945㎡

0㎡
29,831㎡
20,945㎡

運動場用地 13,710㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用
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　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

1,300千円 1,300千円 千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,300千円 1,300千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(27)経費の見積り及び
資金計画の一部変更
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

保健医療学部

　看護学科 4 80 ‐ 320 学士
（看護学）

1.05 平成26年度
北海道札幌市清田区真栄

434番地1

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 4 80 - 320 学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

0.69 平成27年度
北海道恵庭市恵み野西6

丁目17番3号
理学と作業の合算

　理学療法学専攻 4 40 - 160 学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

0.94 平成27年度
北海道恵庭市恵み野西6

丁目17番3号

　作業療法学専攻 4 40 - 160 学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

0.44 平成27年度
北海道恵庭市恵み野西6

丁目17番3号

　診療放射線学科 4 50 - 200 学士
（診療放射線学）

1.05 平成28年度
北海道札幌市清田区真栄

434番地1

　

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

該当なし

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

４　既設大学等の状況

　日　本　医　療　大　学　

　○　○　短　期　大　学

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），
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教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法治療学特論
（ハンドセラピー）

（29）平成28年6月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
（29）平成29年2月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法治療学特論（ハンドセ
ラピー）　可

変更なし

専 教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

変更なし

専 教授
ｻﾄｳ　ﾋﾃﾞｷ
佐藤　秀紀

平成27年4月

リハビリテーション論
地域理学療法学
生活環境学
高齢期障害理学療法学
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

生理学演習
運動療法学
義肢装具学
義肢装具学演習
神経筋促通治療学
研究法
臨床実習Ⅰ(理学療
法）
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
運動器障害理学療法学

設置時には学科長を置いていな
かったが、開学に伴い学科長とし
た。

（29）平成29年2月
乾公美ＡＣ教員審査済
・運動器障害理学療法学　可

専 教授
ﾀｶﾊｼ　ﾐﾂﾋｺ
高橋　光彦

平成27年4月

運動学
運動学演習
物理療法学
物理療法学演習
呼吸・循環器障害理学
療法学
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

担当教員変更（兼担）(28)
内科学　担当教員変更（兼担）
（29）

専 教授
ｲﾇｲ　ｷﾐﾊﾙ
乾　　公美

平成27年4月

生理学演習
運動療法学
義肢装具学
義肢装具学演習
神経筋促通治療学
研究法
臨床実習Ⅰ(理学療
法）
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授
（学科
長)

ｲﾇｲ　ｷﾐﾊﾙ
乾　　公美

平成27年4月

教授
（学
長）

ﾃﾞﾝﾉ　ﾘｭｳｲﾁ
傳野　隆一

平成27年4月 チーム医療論

兼担 教授
ｼﾏﾓﾄ　ｶｽﾞｱｷ
島本　和明

平成28年4月 保健医療論
内科学

兼担
教授
(学
長)

ﾃﾞﾝﾉ　ﾘｭｳｲﾁ
傳野　隆一

平成27年4月 保健医療論
チーム医療論

兼担

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

５　教員組織の状況

＜保健医療学部　リハビリテーション学科＞

（１） 担当教員表
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教授
ﾊｯﾀ　ﾀﾂｵ

八田　達夫
平成28年4月

発達障害作業治療学
福祉用具学
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
作業療法セミナーⅡ
作業療法治療学特論
(ｼｰﾃｨﾝｸﾞ)
就労支援作業療法学
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法概論演習

（29）平成28年6月
八田達夫ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可

専 教授
ﾊｯﾀ　ﾀﾂｵ

八田　達夫
平成28年4月

発達障害作業治療学
福祉用具学
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
作業療法セミナーⅡ
作業療法治療学特論
(ｼｰﾃｨﾝｸﾞ)
就労支援作業療法学
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

専 准教授
ｷｼｶﾞﾐ　ﾋﾛﾄｼ
岸上　博俊

平成29年4月

作業療法概論演習
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
日常生活適応学（ＡＤ
Ｌ）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
高齢期障害作業治療学
作業療法セミナーⅠ

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年8月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可
・日常生活適応学（ＡＤＬ）　可
・臨床実習Ⅰ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅱ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅲ(作業療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年2月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・高齢期障害作業治療学　可
（29）平成29年3月
岸上博俊変更書提出済
・作業療法セミナーⅠ

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成28年4月

作業療法セミナーⅢ
身体障害作業治療学
（中枢神経障害系）
日常生活適応学（動作
分析)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
福祉住環境論
地域リハビリテーショ
ン学
臨床実習Ⅰ（作業療
法）

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年6月
大堀具視ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可

（29）平成29年3月
大堀具視変更書提出済
・福祉住環境論
・地域リハビリテーション学
・臨床実習Ⅰ（作業療法）

専 教授
ﾊｯﾀ　ﾀﾂｵ

八田　達夫
平成28年4月

発達障害作業治療学
福祉用具学
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
作業療法セミナーⅡ
作業療法治療学特論
(ｼｰﾃｨﾝｸﾞ)
就労支援作業療法学
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法概論演習

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年6月
八田達夫ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可

専 教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法治療学特論
（ハンドセラピー）

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年6月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
（29）平成29年2月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法治療学特論（ハンドセ
ラピー）　可

専 教授
ｻﾜﾀﾞ　ﾕｳｼﾞ
澤田　雄二

平成27年4月

作業療法概論演習
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
日常生活適応学（ＡＤ
Ｌ）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
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神経障害理学療法学
神経障害理学療法学演
習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
日常生活活動基礎学
理学療法セミナーⅠ
理学療法セミナーⅡ
理学療法セミナーⅢ

採用予定年月を1年早めた。

3科目についてH27年3月変更書提出
（審査中）

（29）平成29年3月
大堀具視変更書提出済
・地域リハビリテーション学
・福祉住環境論

専 講師
ｲｼﾊﾞｼ　ｱｷﾋﾄ
石橋　晃仁

平成28年4月

神経障害理学療法学
神経障害理学療法学演
習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学

専 講師
ｲｼﾊﾞｼ　ｱｷﾋﾄ
石橋　晃仁

平成27年4月

准教授
ｷｼｶﾞﾐ　ﾋﾛﾄｼ
岸上　博俊

平成29年4月

作業療法概論演習
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
日常生活適応学（ＡＤ
Ｌ）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
高齢期障害作業治療学
作業療法セミナーⅠ

（29）平成28年8月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可
・日常生活適応学（ＡＤＬ）　可
・臨床実習Ⅰ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅱ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅲ(作業療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年2月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・高齢期障害作業治療学　可
（29）平成29年3月
岸上博俊変更書提出済
・作業療法セミナーⅠ

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成28年4月
地域リハビリテーショ
ン学
福祉住環境論

（29）平成29年3月
合田央志変更書提出済
・基礎作業学演習（基礎作業分
析）

専 助教
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成29年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
運動学演習
基礎作業学演習（応用
作業分析）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)

（29）平成29年3月
清本憲太変更書提出済
・基礎作業学演習（応用作業分
析）
・作業療法評価学演習（中枢神経
系）
・臨床実習Ⅰ(作業療法)

准教授
ﾊﾔｶﾜ　ﾋﾛｺ
早川　宏子

平成27年4月

基礎作業学演習（基礎
作業分析）
基礎作業学演習（応用
作業分析）
作業療法セミナーⅠ
運動学演習
地域リハビリテーショ
ン学
福祉住環境論
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H27年1月教員審査済み

（29）平成29年3月
早川宏子准教授　退職

専 助教
ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｼ
合田　央志

平成27年4月

作業療法概論演習
運動学演習
作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
基礎作業学演習（基礎
作業分析）基礎作業学演習（基礎

作業分析）
基礎作業学演習（応用

作業分析）
作業療法セミナーⅠ

運動学演習
地域リハビリテーショ

ン学
福祉住環境論

臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)

卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

専

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成28年4月

作業療法セミナーⅢ
身体障害作業治療学
（中枢神経障害系）
日常生活適応学（動作
分析)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
福祉住環境論
地域リハビリテーショ
ン学
臨床実習Ⅰ（作業療
法）

(27)採用予定年月を1年早めた

（29）平成28年6月
大堀具視ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可

（29）平成29年3月
大堀具視変更書提出済
・福祉住環境論
・地域リハビリテーション学
・臨床実習Ⅰ（作業療法）

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成29年4月

作業療法セミナーⅢ
身体障害作業治療学
（中枢神経障害系）
日常生活適応学（動作
分析)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
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講師
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成28年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
運動学演習

（29）専任教員へ変更兼任 講師
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成28年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
運動学演習

専

専 助教
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成29年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
運動学演習
基礎作業学演習（応用
作業分析）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)

（29）平成29年3月
清本憲太変更書提出済
・基礎作業学演習（応用作業分
析）
・作業療法評価学演習（中枢神経
系）
・臨床実習Ⅰ(作業療法)

助教
ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｼ
合田　央志

平成27年4月

作業療法概論演習
運動学演習
作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
基礎作業学演習（基礎
作業分析）

（29）平成29年3月
合田央志変更書提出済
・基礎作業学演習（基礎作業分
析）

専 助教
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成29年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
運動学演習

専 助教
ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｼ
合田　央志

平成27年4月

作業療法概論演習
運動学演習
作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)

専

変更なし

助教
ｼﾝｶｲﾔ　ﾌｶｼ
新開谷　深

平成29年4月
体表解剖学
情報科学演習

（29）専任教員へ変更

専 助教
ｷﾊﾗ　ﾕﾘｺ

木原　由里子
平成28年4月

理学療法評価学演習
（運動器系）
運動学演習
地域理学療法学
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝン学演
習

兼任 講師
ｼﾝｶｲﾔ　ﾌｶｼ
新開谷　深

平成27年4月
体表解剖学
情報科学演習

専

変更なし

講師 西山　 徹 平成28年4月

義肢装具学　※
義肢装具学演習　※
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H28年1月教員審査済み(28)

専 助教
ｼﾝｶｲﾔ　ﾌｶｼ
新開谷　深

平成29年4月

体表解剖学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
情報科学演習

義肢装具学　※
義肢装具学演習　※
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

専 講師 向井　康詞 平成28年4月

解剖学演習（骨・筋）
体表解剖学
理学療法評価学（運動
器系）
臨床判断学（基礎編）
臨床判断学（応用編）
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H28年1月教員審査済み(28)

講師
ｷﾖﾀ　ﾅｵｴ

清田　直恵
平成27年4月

解剖学演習（骨・筋）
機能解剖学
生理学演習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H27年1月教員審査済み

解剖学演習（骨・筋）
体表解剖学
理学療法評価学（運動
器系）
臨床判断学（基礎編）
臨床判断学（応用編）
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

ﾏﾂﾀﾞ　ﾁｴ
松田　智恵

平成29年4月

運動療法学演習
発達障害理学療法学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
機能解剖学
臨床実習Ⅰ

（29）平成29年2月
松田智恵ＡＣ教員審査済
・運動療法学演習　可
・発達障害理学療法学　可
・臨床実習Ⅱ(理学療法)　可
・臨床実習Ⅲ(理学療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年3月
松田智恵変更書提出済
・機能解剖学
・臨床実習Ⅰ

解剖学演習（骨・筋）
機能解剖学
生理学演習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

平成29年4月

運動療法学演習
発達障害理学療法学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
機能解剖学
臨床実習Ⅰ

（29）平成29年2月
松田智恵ＡＣ教員審査済
・運動療法学演習　可
・発達障害理学療法学　可
・臨床実習Ⅱ(理学療法)　可
・臨床実習Ⅲ(理学療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年3月
松田智恵変更書提出済
・機能解剖学
・臨床実習Ⅰ

兼任 講師
ﾋﾑﾛ　ﾉﾌﾞｱｷ
樋室　伸顕

平成28年4月 運動療法学演習 専 講師

専 講師
ﾋﾑﾛ　ﾉﾌﾞｱｷ
樋室　伸顕

平成29年4月

運動療法学演習
発達障害理学療法学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師
ﾏﾂﾀﾞ　ﾁｴ

松田　智恵
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兼任 講師 一瀬　信敏 平成28年4月 生理学 担当教員変更（兼任）(28)

変更なし

兼任 講師
ﾌｸｼﾏ　ｼﾞｭﾝｺ
福島　順子

平成27年4月 生理学

兼任 講師
ﾔｼﾞﾏ　ﾄｼﾋｺ
矢嶋　俊彦

平成27年4月 解剖学
解剖学演習（神経）

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｶﾅｲ　ﾏｻﾊﾙ
金井　正治

平成27年4月 基礎作業学演習(基礎
作業分析）

兼任 講師
ｲﾄｳ　ｶｵﾘ

伊藤　香織
平成27年4月 基礎作業学演習(基礎

作業分析）

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ﾀﾓﾂ
池田　保

平成28年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）

兼任 講師
ｽｷﾞﾓﾄ　ﾉﾘｺ
杉本　典子

平成27年4月
基礎作業学演習（応用
作業分析）
地域作業療法学

変更なし

講師
ﾓﾘﾓﾄ　ﾀｶﾌﾐ
森本　隆文

平成29年4月 精神障害作業治療学 担当教員変更（兼任）（29）

兼任 講師
ﾔﾏﾀﾞ　ｻﾄﾐ
山田　里見

平成28年4月

作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
(中枢神経系）

担当教員変更（兼任）（29）

兼任 講師
ｶﾜﾉ　ﾋﾄｼ

河野　仁志
平成29年4月 精神障害作業治療学 担当教員変更（兼任）（29）

講師
ｵｶﾞﾀ　ｶｽﾞﾋﾛ
小形　和浩

平成28年4月

精神障害作業治療
学
基礎作業学演習
（基礎作業分析）
基礎作業学演習
（応用作業分析）

担当科目追加（兼任）(28)
担当教員変更（兼任）（29）

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ﾉｿﾞﾑ
池田　望

平成29年4月 精神障害作業治療学
兼任 講師

ｵｶﾞﾀ　ｶｽﾞﾋﾛ
小形　和浩

平成28年4月 精神障害作業治療学

兼任

兼任

変更なし

変更なし

兼任 講師
ﾊﾏﾓﾄ　ﾀﾂﾔ
濱本　龍哉

平成29年4月 地域理学療法学

兼任 講師
ｺﾀﾞﾏ　ﾀｹﾋﾛ
兒玉　健宏

平成29年4月 地域理学療法学

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｵｶﾀﾞ　ｼｹﾞﾋｺ
岡田しげひこ

平成28年4月
チーム医療論
地域リハビリテーショ
ン学演習

兼任 講師
ｽｷﾞﾓﾄ　ﾋｻｼ
杉本　寿司

平成29年4月 ウィメンズヘルスケア論　

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ｻﾄｺ
鈴木　聡子

平成29年4月 災害リハビリテーション　

兼任 講師
ﾊﾀﾊﾗ　ﾘｴ

畑原　理恵
平成29年4月

災害リハビリテーショ
ン
ウィメンズヘルスケア
論

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｱﾀﾞﾁ　ｱﾂﾋﾛ
足立　重敬

平成30年4月 健康政策論　

兼任 講師
ﾔﾏｸﾞﾁ　ｶｽﾞﾕｷ
山口　和之

平成30年4月 健康政策論　

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｼﾌﾞｶﾜ　ﾖｼﾋｺ
渋川　佳彦

平成28年4月

理学療法評価学（運動
器系）
理学療法評価学演習
（運動器系）

兼任 講師
ｻｶｸﾞﾁ　ﾄﾓﾔｽ
坂口　友康

平成28年4月

理学療法評価学（神経
系）
理学療法評価学演習
（神経系）

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｼﾐｽﾞ　ｶｵﾙ
清水　　薫

平成29年4月 代謝・免疫系障害理学療法学

兼任 講師
ｻﾗｼﾅ　ﾅﾎ

更科　奈保
平成28年4月

理学療法評価学（神経
系）
理学療法評価学演習
（神経系）

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｵｵﾀ　ﾏｺﾄ

太田　　誠
平成27年4月

理学療法概論
理学療法概論演習
健康政策論

兼担 准教授
ﾔﾏﾀﾞ　ｱﾂｼ
山田　敦士

平成27年4月 日本語表現
中国語

変更なし

変更なし

兼担 准教授
ﾓﾘｸﾞﾁ　ﾏｲ
森口　眞衣

平成27年4月 倫理学
生命倫理

兼担 准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ﾏﾕﾐ

松本　真由美
平成27年4月 心理学

発達心理学

変更なし

変更なし

兼担 教授
ﾊﾔｼ　ﾐｴｺ

林　  美枝子
平成27年4月 文化人類学

兼担 教授
ﾓﾝﾏ　ﾏｻｺ

門間　正子
平成29年4月 チーム医療論

兼担 教授
ｶｸ　ﾄｵﾙ
賀来　亨

平成28年4月 小児科学 担当教員変更（兼担）兼担 教授
ｵｵｸﾎﾞ　ｲﾜｵ

大久保　岩男
平成28年4月 小児科学
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講師
ｵｵｳﾁ　ﾀｶｵ
大内　髙雄

平成28年4月 ボランティア活動 氏名の間違い兼任 講師
ｵｵｳﾁ　ﾀｶｵ
大内　高雄

平成28年4月 ボランティア活動 兼任

兼任 講師
ﾊﾏｸﾞﾁ　ﾕｳｽｹ
濱口　裕介

平成29年4月 北海道史 担当教員変更（兼任）(29) 

変更なし

兼任 講師
ｸﾘﾓﾄ　ﾐｽﾞｴ
栗本　瑞恵

平成27年4月 北海道史

兼任 講師
ｲﾏｲ　ﾖｼｴ

今井　由惠
平成28年4月 音楽

兼担 教授
ﾊﾔｼ　ﾐｴｺ

林　  美枝子
平成27年4月 社会学 担当教員変更（兼任）

変更なし

兼任 講師
ｳｽｲ　ｱｷﾗ

薄井　　明
平成27年4月 社会学

兼任 講師
ﾔﾏｼﾀ　ｺｳｷ
山下　浩紀

平成29年4月 チーム医療論

兼任 講師
ﾌｼﾞｲ　ﾋﾛﾀﾀﾞ
藤井　博匡

平成27年4月 環境科学 担当教員変更（兼任）

変更なし

兼任 講師
ﾓﾘﾔ　ｷﾖｼ

森谷　　絜
平成27年4月 環境科学

兼任 講師
ｲｼﾀﾞ　ﾔｽｼ
石田　容士

平成28年4月 カウンセリング論
臨床心理学

変更なし

講師
ﾎﾝﾄﾞｳ　ﾉﾌﾞﾋﾛ
本道　伸弘

平成29年4月 義肢装具作業療法学 担当教員変更（兼任）(29) 

兼任 講師
ﾊﾀ　ｼｭﾝｲﾁ
端　　俊一

平成27年4月 統計学 

兼任 講師
ｵﾆﾂﾞｶ　ﾋｻｼ

鬼塚　　久志
平成29年4月 義肢装具作業療法学 兼任

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｱｻﾉ　ﾕｶｺ

浅野　友佳子
平成29年4月 高次脳機能障害作業治療学

兼任 講師
ﾊﾔｼ　ﾔｽﾋﾛ
林　恭裕

平成27年4月 社会福祉学

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｺﾃﾞﾗ　ｼｭｳｲﾁ
小寺　秀一

平成28年4月 障害学特論

兼任 講師
ﾐﾔｼﾀ　ﾑﾈﾊﾙ
宮下　宗治

平成28年4月 障害学特論

変更なし

変更なし

兼任 講師
ﾅｽ　ｼｭﾝｲﾁ
那須　俊一

平成28年4月 障害学特論

兼任 講師
ﾔﾏﾓﾄ　ﾔｽｵ
山本　泰雄

平成28年4月
運動器障害理学療法学
演習
スポーツ理学療法学

兼担 教授
ｼﾏﾓﾄ　ｶｽﾞｱｷ
島本　和明

平成29年4月 保健医療論
内科学

担当教員変更（兼担）(29) 

変更なし

兼任 講師
ｺﾝﾄﾞｳ　ﾌﾐｴ
近藤 文衛

平成28年4月 内科学

兼任 講師
ｵｶﾀﾞ　ｸﾆﾋｺ
岡部　晋彦

平成27年4月 栄養学

兼任 講師
ﾂﾁﾊｼ　ｹｲ
土橋　恵

平成29年4月 病理学 担当教員変更（兼任）(29) 

変更なし

兼任 講師
ﾌｼﾞﾉ　ｼﾞｭﾝｷ
藤野　準己

平成27年4月 病理学

兼任 講師
ﾀｶﾊｼ　ﾖｼﾉﾌﾞ
高橋　義信

平成27年4月 人間発達学

兼任 講師 橋本めぐみ 平成28年4月
生活と運動
健康とスポーツ

担当教員追加（兼任）(28) 

兼任 講師 吉田　昌弘 平成27年4月
生活と運動
健康とスポーツ

変更なし

変更なし

兼任 講師 吉田　昌弘 平成27年4月 生活と運動
健康とスポーツ

兼任 講師
ｵｷﾞﾜﾗ　ﾕｳｺ
荻原　裕子

平成27年4月 英語Ⅰ

変更なし

変更なし

兼任 講師
ﾁﾊﾞ　ﾀｶｼ

千葉　　卓
平成27年4月 法学 

兼任 講師
ｲｼﾀﾞ　ﾕｷ

石田　ゆき
平成27年4月

教育学
教育心理学
人間関係論

担当教員変更（兼任）(29) 

兼任　 講師
ﾊﾀ　ｼｭﾝｲﾁ
端　　俊一

平成27年4月 情報科学 担当教員変更（兼任）(29) 

講師
ﾜﾀﾞ　ﾀﾂﾋｺ
和田　龍彦

平成27年4月 物理学
生活科学と情報科学の担当教員を
変更した。（29）

兼任　 講師
ﾐﾔﾓﾘ　ﾖｼｺ
宮森　芳子

平成29年4月 生活科学兼任 講師
ﾜﾀﾞ　ﾀﾂﾋｺ
和田　龍彦

平成27年4月
物理学
生活科学
情報科学

兼任　

変更なし

変更なし

兼任 講師
ﾅｶﾊﾞﾔｼ　ﾋﾃﾞｶｽﾞ
中林　秀和

平成27年4月 生物学

兼任 講師
ｲｼﾄﾋﾞ　ﾐﾁｺ
石飛　道子

平成27年4月
哲学
論理学
宗教と思想
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　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２９年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

生理学演習
運動療法学
義肢装具学
義肢装具学演習
神経筋促通治療学
研究法
臨床実習Ⅰ(理学療
法）
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
運動器障害理学療法学

科目開設時までに変更書提出予定
（28）

（29）平成29年2月
乾公美ＡＣ教員審査済
・運動器障害理学療法学　可

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

運動器障害理学療法学 専

兼任 講師
ｶﾄｳ　ｼﾝｼﾞ
加藤　新司

平成29年4月

教授
（学科
長)

ｲﾇｲ　ｷﾐﾊﾙ
乾　　公美

平成27年4月

代謝・免疫系障害理学
療法学

担当教員追加（兼任）

講師
ｻｶｲ　ｼﾝﾔ
境　信哉

平成29年4月 高次脳機能障害学 担当教員変更（兼任）

兼任 講師 代謝・免疫系障害理学療法学

兼任 講師 高次脳機能障害学 兼任

兼任 講師
ﾐﾔﾓﾄ　ｼｹﾞﾉﾘ
宮本 重範

平成29年4月
軟部組織治療学
徒手関節治療学

担当教員変更（兼任）

講師
ｻｲﾄｳ　ﾏｻｷ
齊藤　正樹

平成28年4月 神経内科学
担当教員変更（兼任）(28)
担当教員年齢修正（29）

兼任 講師 軟部組織治療学
徒手関節治療学

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ｼｮｳｼﾞ
鈴木　昭治

平成28年3月 神経内科学 兼任

兼任 講師 佐々木　浩一 平成28年4月 整形外科学 担当教員変更（兼任）(28)

変更なし

兼任 講師
ﾖｺｸﾞｼ　ｶｽﾞﾄｼ
横串 算敏

平成28年4月 整形外科学

兼任 講師
ｵﾔﾏ　ﾖｳﾍｲ
尾山　陽平

平成29年4月 呼吸リハビリテーション特論

変更なし

講師
ｾﾘﾀ　ﾖｳｺ

芹田　洋子
平成29年4月 応急処置法 担当教員追加（兼任）(29) 

兼任 講師
ｸﾉ　ｹﾝｼﾞ

久野　研二
平成28年4月 地域リハビリテーション学演習※

兼任 講師
ｾﾘﾀ　ｶｵﾙ
芹田　馨

平成29年4月 応急処置法 兼任

変更なし

講師
ｻｶｳｴ　ﾏﾘ

坂上　真理
平成29年4月

作業療法治療学特論
（治療理論）
高齢期障害作業療法学

担当教員変更（兼任）
（29）高齢期障害作業療法学、担
当教員変更（専任）

兼任 講師
ｻﾝﾐﾔ　ｺｳﾀ
三宮　孝太

平成29年4月
身体障害作業治療学
（運動器・内部障害
系）

兼任 講師
ｻｶｳｴ　ﾏﾘ

坂上　真理
平成29年4月 作業療法治療学特論

（治療理論）
兼任

変更なし

教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法治療学特論
（ハンドセラピー）

（29）平成28年6月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
（29）平成29年2月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法治療学特論（ハンドセ
ラピー）　可

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ﾋﾛｼ
池田　官司

平成28年4月 精神医学

兼任 講師
ﾌｼﾞﾀ　ﾏｻﾉﾌﾞ
藤田　修靖

平成29年4月
作業療法治療学特論
（行動分析）

専

変更なし

講師
ｱｶﾏ　ｿｳﾀ

赤間　荘太
平成28年4月 英語Ⅲ

英語Ⅳ
氏名の間違い

兼任 講師
ｷﾑ　ﾁｬﾝｷﾝ
金　昌震

平成28年4月 韓国語

兼任 講師
ｱｶﾏ　ｿｳﾀ

赤間　壮太
平成28年4月 英語Ⅲ

英語Ⅳ
兼任

兼任 講師 ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ ﾌﾚﾅｰ 平成27年4月 英語Ⅱ 担当教員変更（兼任）兼任 講師 ｾﾞﾌ・ﾌﾞﾙｯｸﾘﾝ 平成27年4月 英語Ⅱ
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　　　　（　）書き等のみを記入してください。
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教　授 准教授 講　師 助　教
計
（Ｂ）

2人 5人 4人 16人

［　1人　］ ［3人］ ［0人］ ［3人］

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

65 2 4

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（5人） （1人） （2人） （1人） （9人） ［△1人　］

5人 2人 5人 4人 16人
5人

准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

6人 1人 2人 4人 13人

　（２）－②　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計

8 4

名 名

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

うち、完成年度時
における設置基準
上の必要教授数
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

1 講師 樋室　伸顕

選択 運動療法学演習 ①

一身上の都合により辞任（29）

選択 発達障害理学療法学 ①

選択 臨床実習Ⅱ(理学療法) ①

選択 臨床実習Ⅲ(理学療法) ①

必修 卒業研究Ⅰ ①

必修 卒業研究Ⅱ ①

科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

2 必修 0 必修 0

選択 4 科目 選択 4 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

計 6 科目 計 6 計 0 計 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

1 人

必修 2

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

１ 教授 澤田　雄二

選択 作業療法学概論演習 ①

一身上の都合により辞任（28）

選択 作業療法評価学演習（骨・関節系） ①

選択 作業療法評価学演習（神経・筋力系） ①

選択 日常生活適応学（ＡＤＬ） ①

選択 臨床実習Ⅰ(作業療法) ①

選択 臨床実習Ⅱ(作業療法) ①

選択 臨床実習Ⅲ(作業療法) ①

必修 卒業研究Ⅰ ①

必修 卒業研究Ⅱ ①

2 准教授 早川　宏子

選択 基礎作業学演習（基礎作業分析） ①

必修

一身上の都合により辞任（29）

選択 基礎作業学演習（応用作業分析） ①

選択 作業療法セミナーⅠ ①

必修 運動学演習 ①

地域リハビリテーション学 ①

選択 福祉住環境論 ①

選択 臨床実習Ⅰ(作業療法) ①

選択 臨床実習Ⅱ(作業療法) ①

選択 臨床実習Ⅲ(作業療法) ①

必修 卒業研究Ⅰ ①

必修 卒業研究Ⅱ ①

科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

6 必修 0 必修 0

選択 14 科目 選択 14 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

計 20 科目 計 20 計 0 計 0

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

2 人

必修 6

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」
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　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

3 人

必修 8 科目 必修 8 必修 0 必修 0

選択 18 科目 選択 18 選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

計 26 科目 計 26 計 0 計 0

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

　・交代については、やむを得ないと判断し事前相談を行った。

　・学生には担当教員が変更になった旨、周知徹底した。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を
　　　　記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

・専門教育科目におけ
る専攻ごとの履修方法
について、「教育課程
等の概要」の「卒業要
件及び履修方法」の欄
では必修科目と位置付
けられている科目が、
「設置の趣旨等を記載
した書類」では選択科
目と位置付けられてい
るかのように記載され
不整合が生じており、
学生に混乱を与える可
能性がある。そのた
め、学生が所属専攻ご
とに履修すべき科目を
適切に選択できるよ
う、専攻ごとの授業科
目の必修・選択の区分
を整理した上で、学生
に対して丁寧な履修指
導を行うこと。

留意事項

(27)学生が所属専攻ごとに履修すべき科目
を適切に選択できるよう、専攻ごとの教育
課程進路表を作成し、シラバスに記載し学
生に配布。さらに入学生オリエンテーショ
ン及び専攻別オリエンテーションにて学生
に対し、科目ごとに必須・選択の説明を行
い、加えて履修登録の際には、担任教員が
立会い指導を行った。

(28)27年度と同様の対応を行った。

(29)28年度と同様の対応を行った。

・運動場が別地にある
ことから、教育に支障
のないようにすること
はもとより、学生の課
外活動等に配慮するこ
と。

留意事項

(27)恵み野キャンパスの講堂・テニスコー
トを有効活用するとともに、グランド使用
の際のキャンパス間移動については学生送
迎用のマイクロバスを配置済みである。

(28)引き続き、教育及び学生の課外活動等
に支障のないよう努める

(29)28年度と同様に対応した。

・完成年度前に、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が比較的高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編成の将来構想
について検討するこ
と。

留意事項

(27)経験のある教員については、定年規程
の趣旨を踏まえて、再雇用制度を利用する
とともに、教員組織編成の将来構想のなか
で若手の教員を採用することを検討する。

(29)以下に記載する29年2月に付された改
善意見への履行状況のとおり対応する。

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

設　置　時
（27年4月）
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・教員の補充を必要と
された３２授業科目に
ついては、開設時又は
科目開講時までに教員
を配置すること。う
ち、専任教員の配置を
必要とされた２８授業
科目については、確実
に専任教員を配置する
こと。

留意事項

(27)32科目中、兼任教員の4科目について
は、既に配置済みである。専任教員の28科
目について、17科目は、1月の教員審査で
既に承認を得ている。また1科目は、同じ
く1月の教員審査の際に兼任可との返答を
得て、既に配置済みである。4科目につい
ては、3月に専任教員採用等変更書を提
出。残りの6科目については、開講年時ま
でに専任教員採用等変更書を提出予定であ
る。

(28)未配置科目6科目中、5科目について
は、1月の教員審査で既に承認を得てい
る。残りの1科目については開講年時まで
に専任教員採用等変更書を提出予定であ
る。

(29)全ての科目について、専任教員を配置
済。

設　置　時
（27年4月）

設置計画履行状
況調査時

（28年2月）

保健医療学部リハビリ
テーション学科の定
員充足率の平均が0.7
倍未満となっている
ことから、学生確保に
努めるとともに、入
学定員の見直しについ
て検討すること。

改善意見

(28)平成28年1月12日の執行役員会におい
て｢学生募集対策本部」の設置を決議し
た。

○設置の目的
専門学校から大学に改組したにもかかわら
ず入学定員が充足していない。28年度にお
いても定員充足については極めて厳しい状
況にある。
質の高い学生を確保するために入学定員の
6倍の志願者数をめざし、学生募集戦略の
抜本的な見直しを行い、早期に決定して実
行することを目的に経営と教学が一体と
なった「学生募集対策本部」を設置する。
○メンバー
[本部長]理事長
[副本部長]学長
[看護学科担当]学科長
[ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科担当]学科長
[診療放射線学科担当]学科長
[大学事務局]事務局長、広報担当係員2人

(29)引き続き学生募集対策委員会におい
て、学生確保に努める。

学生募集対策委員会会議
は、過去６回（1/25、
2/8、2/17、2/24、3/10、
3/18）開催しており、今後
も次の事項について継続し
て検討・実行していく計画
である。

○検討事項
１学生の確保に関する事項
①学生確保に関する基本方
針に関する事項
②学生募集要項に関する事
項
③学生募集に関わる調査及
び研究等に関する事項
④その他学生の確保に関す
る事項
２広報に関する事項
①学生募集に係る広報活動
に関する事項
②各種メディアを利用した
広報活動に関する事項
③ホームページの企画及び
作成に関する事項
④大学案内等の企画及び作
成に関する事項
⑤その他の広報活動に関す
る事項
３適正な入学定員に関する
事項
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保健医療学部リハビリ
テーション学科にお
いて、定年規程に定め
る退職年齢を超える
専任教員数の割合が比
較的高いことから、
定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努
めるとともに、教員組
織編制の将来構想に
ついて検討すること。

改善意見

(29)以下に記載する29年2月に付された改
善意見への履行状況のとおり対応する。

(28)今回、リハビリテー
ション学科設置に伴う定年
延長の特別措置は、あくま
でも例外的な措置であり、
定年年齢(65)を超えて採用
した専任教員(以下A教員と
いう。）及び採用後4年以
内に定年年齢を迎える専任
教員（以下B教員とい
う。）については、採用後
4年間は雇用継続し、それ
以降は退職又は特任教授等
の適用により、適切な運用
を図っていく。
上記特例措置の該当教員に
ついては、A教員の該当者
は4人、B教員の該当者は2
人いる。特例期間が満了す
る前に教員を補充する計画
であり、任用に当たって
は、職位・年齢等のバラン
ス及び教育研究分野等を考
慮し、教員任用規程に基づ
いて計画的に進める。

設置計画履行状
況調査時

（29年2月）

保健医療学部リハビリ
テーション学科におい
て、定年規程に定める
退職年齢を超える専任
教員数の割合が比較的
高いことから、定年規
程の趣旨を踏まえた適
切な運用に努めるとと
もに、教員組織編成の
将来構想について検討
すること。

改善意見

(29)現在の専任教員の職位と年齢構成は次
のとおり。（職位はH29.5.1現在、年齢は
H30.3.31現在）

当学科の完成年度末（H31.3.31）におい
て、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員は、乾教授（69歳）、高橋教授（67
歳）、坪田教授（73歳）、八田教授（66
歳）の計4人である。坪田教授は、完成年
度をもって退職意向の申し出があり、他３
教員は、完成年度以降適時退職する予定で
ある。教員組織編制の将来構想は、退職す
る教授の後任には、教員任用規程に基づき
学内の准教授を教授に昇任するほか、年齢
構成を考慮し、50歳代の教授職を公募によ
り採用する。後任の教員の採用に当たって
は、教育・研究に支障の無いよう採用時期
に配慮する。また、今後も、ＦＤを強化し
教員の育成、特に若年の助教、講師の育成
に努める。

　　　　してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

設置計画履行状
況調査時

（28年2月）

教授 准教授 講師 助教 計

30～39 3 2 5

40～49 1 2 3

50～59 1 2 3

60～64 1 1

65～69 3 3

70以上 1 1

計 5 2 5 4 16
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　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　入学者選抜方法の変更 ①　平成29年度入学試験（平成29年4月入学生）はAO入学

　　　・一般入学試験 　試験を2回実施。

　　　・推薦入学試験 　　平成30年度入学試験（平成30年4月入学生）について

　は、AO入学試験を1回実施予定。

　　平成30年度入学試験（平成30年4月入学生）から、

　大学入試センター試験利用入学試験を実施予定

　　　・授業評価アンケートについて

　　　・ＦＤ研修会について

　　　・次年度の活動と予算（案）

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　①　学生による授業評価アンケートの改訂

　　　・診療放射線学科開設に伴い、これまで看護学科・リハ学科で作成した授業評価アンケート（講義・演習用）と

　　　（実習用）の様式の見直しを行なった。

　　② 学生による授業評価アンケートおよびフィードバックの実施

・授業評価に関しては、各科目の講義の最終回に実施した。実施方法は科目担当教員がアンケート用紙を配付
し、学生が記入後、事務職員が回収にあたるか、または学生がボックスに投函した。集計結果は、各科目担当者
に項目ごとの平均値・全平均値・自由記述部分を返却し、あわせて、全科目集計表を添付し、授業改善の参考と
してもらうようはたらきかけた。また、全科目集計表・必修―選択科目集計表・基礎教育―専門基礎教育―専門
教育科目等、グループごとの集計表とそのグラフを真栄キャンパス・恵み野キャンパス、それぞれに掲示し、学
生が授業評価アンケートの結果を閲覧できるようにした。
各科目担当教員に授業評価アンケートの集計および自由記述結果を返却し、より良い授業構築へとつながった。
次年度より、各教員からはその内容を受け今後の教育にどう反映させるかを書面（電子データ）で提出してもら
うことが話し合われた。さらに、提出されたものは学生にも公開し、各教員、学生間の双方の意見交流の機会と
し、より良い授業構築へとつなげることが決定された。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　・第1回ＦＤ委員会　平成28年 4月27日（教員8人、事務職員1人）

　　　・第2回ＦＤ委員会　平成28年 6月 8日（教員8人、事務職員1人）

　　　・第3回ＦＤ委員会　平成29年 1月10日（教員8人、事務職員1人）

　ｃ　委員会の審議事項等

      ・ＦＤ委員会の今年度の活動計画について

　　　・第4回ＦＤ委員会　平成29年 1月25日（教員8人、事務職員1人）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　・ＦＤ委員会

　　　　看護学科、リハビリテーション学科、診療放射線学科の3学科で実施

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜保健医療学部　リハビリテーション学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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　　④　教員研修会の実施、授業方法の開発

　　　・２回の教員研修会はいずれも公務で外勤した教員以外、全員の参加があった。

　　　・学期毎に実施　前期７～８月　後期１～２月

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　・学内掲示板で教員及び学生に公開を行っている。　前期分：９月　後期分：翌年度の４月

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　・上記の実施内容に沿って適切に実施。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

・平成29年度（前期・後期）は、専任教員科目については学生へのフィードバックを実施することとした。
授業評価アンケート結果に対する科目責任者から学生へのフィードバック（100字から300字以内）について、統
一のフォーマットにコメントを掲載し、学生ポータルサイトにPDFで掲載する。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　③ 教育課程の検討

・看護学科は2年間授業を行なった中で変更や追加が望ましい部分等を加味し、2018年度以降の新カリキュラム
再編へ話し合いが行われた。FD委員会ではカリキュラム検討会の推移を見守った。

教員研修会に関しては、平成28年度は各教員の研究活動に関わる企画を据えた。研究活動はFD委員会の主目的で
ある教育課程・体制の開発向上や教育方法の向上とも間接的につながるものであり、研究の充実は学生に提供す
る講義内容、教育方法の向上とも連動することから、シリーズ1として、研究倫理に関する学習会、シリーズ2と
してアクティブ・ラーニングに関する学習会を実施した。
研究倫理については、ここ近年、研究者に倫理意識の向上が求められており、「人を対象とする医学系研究に関
する倫理指針」が出され、大学教員に対し研究倫理に関する講義の受講が義務付けられていることから、研究倫
理委員会との合同企画としてシリーズ1を実施した。
・シリーズ1：平成28年8月31日（水）
第１部　研究倫理教育　13：30～15：00
札幌医科大学　医学部知的財産管理学　石埜正穂教授
「責任ある研究活動への取り組み」-研究活動における不正行為について-
第２部　コンプライアンス教育　15：10～16：10
本学リハビリテーション学科学科長　乾　公美教授
-本学における競争的資金等の適正な執行について-
・シリーズ2：平成28年9月6日（水）14：00～16：00
北海道大学高等教育推進機構　高等教育研修センター
　山本　堅一　特任准教授
「アクティブ・ラーニングについて」
参加者は公務で不在の教員を除き、2回とも全教員の参加があった。研修内容、時期、場所、所要時間について
参加者にアンケートを実施した結果、有意義な研修であったという意見が多かった。

　ｂ　実施方法
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　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　29年　　　8月　　　 　　）

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

③　認証評価を受ける計画

　　・平成31年度に評価機関（日本高等教育評価機構）評価を受けるべく、準備中

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ａ　公表（予定）時期

　　・日本医療大学年報第2号（平成28年度）を、自己点検・評価報告書に代えて平成29年度下期に公表予定。

　ｂ　公表方法

　　・本学ホームページに公表予定。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　看護学科、リハビリテーション学科、診療放射線学科ともに人間尊重の理念と豊かな人間性を有する人間力を育
て、社会のニーズに対応できる学問的に裏付けされた専門的知識・技術を学修させ、エビデンスに基づいた実践力
を育成し、専門職業教育に求められる科学的思考力と主体的学修能力をもった人材を育成することを目的としてい
る。
看護学科は平成28年度が開設3年目、リハビリテーション学科は開設2年目、診療放射線学科は開設1年目で、上記の
目的を達成すべく活動してきており、平成27年度に立ち上げた自己点検評価委員会での自己点検・評価を実施し、
目的達成に向けての問題点の把握、改善策の実施を進めていく方針である。

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ツシマ　ノリアキ ）

対　馬　徳　昭

（平成5年4月）

（デンノ　リュウイチ）

傳　野　隆　一

（平成26年4月）

（デンノ　リュウイチ）

傳　野　隆　一

（平成26年4月）

（イヌイ　キミハル）

乾　　　公　美
（平成27年4月）

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

学　　長

学 部 長

学科長等

(27)設置時は学科長を置いて
いなかったが、開学に伴い左
記の教員を学科長とした。

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

　　　〒061-1373
　　　　北海道恵庭市恵み野西６丁目１７番３号
　　　　（〒004-0839　北海道札幌市清田区真栄434番地1）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

（２） 大　学　名
　　　　日本医療大学

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人日本医療大学
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　に報告書を作成してください。

保健医療学部
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科
作業療法学専攻
学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

- - 40人 － 40人 - 40人 －

- - 22人 － 45人 - 31人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

- - 22人 － 45 - 31人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

- - 24人 － 39人 - 28人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

- - 15人 － 26人 - 13人 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

0.32倍

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

- 0.37倍 0.65倍

[ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ]

志願者数

Ａ　 入学定員

0.44倍

(　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　)

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度
平均入学定員

超 過 率
備　　考

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ関係）

4年 40人 － 160人
保健衛生学関係

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （－） （－） (0人) (－)

- - 15人 - 26人 13人 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （－） （－） (1人) (－)

- - - - 15人 - 26人 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　－　] [　－　]

（－） （－） （－） （－） （－） (－)

- - - - 14人 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

（－） （－） （－） （－）

- - - -

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

- 15人 41人 53人

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

[　　－　　] [　　－　　] [　－　]

（　　－　　） （　　－　　） （　　－　　） ( 1人 )

１年次

２年次

３年次

４年次

計

[　　－　　]

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度
備　　　　　考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２６年度 - 人 - 人

平成２７年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成２８年度 1 人 人 一身上の都合（１人）

平成２９年度 人 人

13 人 0 人 平成２９年度 0 人 0 人 - 0.00 ％

54 人 1 人 1.85 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

％

平成２９年度
入学者

合　　計

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成２８年度
入学者

26 人 1 人 3.84

％

平成２７年度
入学者

15 人 0 人 0.00 ％

平成２６年度
入学者

- 人 - 人 -

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数
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心理学

発達心理学 　

生物学

物理学 担当教員の都合により，配当学期を変更

生活科学

環境科学

生活と運動 教員追加（28）

健康とスポーツ 教員追加（28）

統計学

情報科学

情報科学演習

人間発達学

倫理学

生命倫理

哲学

論理学

宗教と思想

人間関係論

文化人類学

社会学

音楽

法学

教育学

北海道史

ボランティア活動

日本語表現

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

中国語

韓国語

解剖学

解剖学演習（骨・筋） 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

解剖学演習（神経）

体表解剖学 教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

機能解剖学 27年1月教員審査済
担当教員を変更するため、担当科目追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　　H29.03変更書提出済

生理学

生理学演習 27年1月教員審査済

運動学

運動学演習

病理学 担当教員の都合により，配当学期を変更
担当教員の都合により，配当学期を変更（28）

栄養学

臨床心理学 兼1

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

2前 2

兼1

1前 2 兼1

1後 1前
1後

2

2後 1 1 3

2前 4 1

兼1

2前 1 1 1

1前 4

兼1 0

1後 1 1

兼1

1前 1 1 1

兼1

1前 2 1　2

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

1前 4

1後 1

兼1

2前 1 兼1

1後 1

兼1

3前 1 兼1

2前 1

兼1

1後 1 兼1

1前 1

兼1

1前 1 兼1

2後 1

兼1

1前 1 兼1

1前 1

兼1

1前 1 兼1

2後 1

兼1

1後 1 兼1

1後 1

兼1

1後 1 兼1

2前 1

兼1

1前 1 兼1

1後 1

兼1

1後 1 兼1

1前 1

1

2後 2 兼1

1前 1

兼1

1前 1 兼1

兼1　兼2

1後 1

兼1　兼2

1後 1

1後 1

兼1

1前 1 兼1

兼1

1後 1

兼1

1後 1前 2

兼1

1前 2

兼1

1後 1 　

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

1前 1

科目
区分

授業科目の名称 配 当 年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

２　授業科目の概要

＜保健医療学部　リハビリテーション学科　作業療法学専攻＞

（１） 授業科目表
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カウンセリング論

教育心理学

内科学 学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

整形外科学

神経内科学

精神医学

小児科学

障害学特論

リハビリテーション論

チーム医療論

保健医療論

社会福祉学

健康政策論

作業療法概論

作業療法概論演習 教員変更（28）
　担当　八田達夫（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　八田　達夫（教授）
　　　H28.06　教員審査済　判定　可
澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

教員追加（28）

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　合田　央志（助教）
　　　　H29.03変更書提出済

教員追加（28）

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　清本　憲太（助教）
　　　　H29.03変更書提出済

作業療法セミナーⅠ 27年1月教員審査済
早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済

作業療法セミナーⅡ

作業療法セミナーⅢ

作業療法評価学

教員変更（28）
　担当　坪田貞子（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　坪田　貞子（教授）
　　　H28.06　教員審査済　判定　可

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

教員変更（28）
　担当　大堀具視（准教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　H28.06　教員審査済　判定　可
澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

担当教員を変更するため、担当科目追加（29）
　　担当　清本　憲太（助教）
　　　　H29.03変更書提出済

非常勤講師変更・追加（29）

非常勤講師が辞退したため、担当科目追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

学習効果を高めるため、配当学期を変更（29）

教員変更（28）
　担当　岸上博俊（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

日常生活適応学（ＡＤＬ） 3前 2 1　0 1

兼1

義肢装具作業療法学演習 3前 3後 1 1

義肢装具作業療法学 3前 3後 1 1

兼1 0

高次脳機能障害作業治療学 3前 1 兼1

高齢期障害作業治療学 3通 2 1

兼1 3

発達障害作業治療学 3通 2 1

兼1

精神障害作業治療学 3通 2

身体障害作業治療学（中枢神経障害系） 3通 2 1

身体障害作業治療学（運動器・内部障害系） 3前 1 1

兼1

兼1

作業療法評価学演習（中枢神経系） 2後 2 1　2

兼1

作業療法評価学演習（神経・筋力系） 2後 2 1　0 1　2 2

兼1

作業療法評価学演習（骨・関節系） 2前 1 1 1 1

作業療法評価学演習（基礎評価） 2前 1 1

2前 1 1

3前 1 1

2後 1 1

1 兼1　兼2

1後 1 1

1 兼2　兼3

基礎作業学演習（応用作業分析） 1後 1 1 0

1

基礎作業学演習（基礎作業分析） 1前 1 1 0

1後 1 1 1

1前 1 1

4後 1 兼3

1後 1 兼1

2後 1 兼1

3前 1 1 兼4

兼3

1後 2 1

2後 2

兼1

2前 1 兼1

2後 2

兼1

2前 2 兼1

2前 2

兼1

2前 2後 2 兼1

2後 2 兼1

専
　
門
　
基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

2前 2
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福祉用具学

就労支援作業療法学

非常勤講師が辞退したため、担当科目追加（29）
　　担当　坪田　貞子（教授）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

地域作業療法学

福祉住環境論 27年1月教員審査済

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済

臨床実習Ⅰ（作業療法） 27年1月教員審査済
教員変更（28）
　担当　岸上博俊（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可
担当教員充実のため、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済
担当教員充実のため、担当科目追加（29）
　　担当　清本　憲太（助教）
　　　　H29.03変更書提出済

臨床実習Ⅱ（作業療法） 27年1月教員審査済（27）
教員変更（28）
　担当　岸上博俊（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

臨床実習Ⅲ（作業療法） 27年1月教員審査済
教員変更（28）
　担当　岸上博俊（教授）
　平成28年3月教員審査中

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可

応急処置法 担当教員追加（29）

軟部組織治療学

ウィメンズヘルスケア論

災害リハビリテーション

27年1月教員審査済

早川宏子准教授の後任として、担当科目追加（29）
　　担当　大堀　具視（准教授）
　　　　H29.03変更書提出済

研究法

卒業研究Ⅰ 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可
H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

卒業研究Ⅱ 27年1月教員審査済
教員追加（28）
　担当　向井康詞（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可
　担当　西山徹（講師）
　平成28年1月教員審査済　判定可

澤田雄二教授の後任として、教員追加（29）
　　担当　岸上　博俊（准教授）
　　　H28.08　教員審査済　判定　可
H29.03 樋室伸顕講師　就任辞退（29）
樋室伸顕講師の後任として、教員追加（29）
　　担当　松田　智恵（講師）
　　　H29.02　教員審査済　判定　可

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上
　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

4通 2 6　5 1 2 2 3 5

3後 1 6　5 1 2 2 3 5

3前 1 1

地域リハビリテーション学演習 2前 1 1 兼2 

兼2

地域リハビリテーション学 2前 1 1

3前 1

兼1

3前 1 兼2

3前 1

兼1

3前 1 兼1 2

呼吸リハビリテーション特論 3後 1

4後 1 1 1

4前 16 3　2 0 1 2 1　2

3後 3 1　2

2後 2 3　2 0 1 2 1　2

3後 1 0 1

3　2 0 1 2

リハビリテーション管理学

1 兼1

兼1 0作業療法治療学特論（ハンドセラピー） 3後 1 1

3前

兼1

作業療法治療学特論（シーティング） 3後 1 1

3後 1

作業療法治療学特論（治療理論） 3後 1

3後 1 1

1

日常生活適応学（動作分析） 3後 2 1
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[　0　] [　0　]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　0　] [　0　]

自　由 計
0科目 135科目32科目 103科目 0科目 135科目 32科目 103科目

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
　　　　赤字で見え消し修正をしてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　

（２） 授業科目数

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ なし

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ なし

２

３

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

なし

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無
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備考

2,000千円

9,994千円
10,102千円

3,000千円 3,000千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 3,000千円 3,000千円 設備購入費
29,520千円
33,438千円

3,383千円
2,000千円

区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度
(27)経費の見積り及び
資金計画の一部変更

(８) 教員１人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

556.1㎡ テニスコート１面

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

206.61㎡ 50席 14,640冊

960 30

（8,484[172]）
（8,789[170]）

（8,330〔157〕）

（145[40]）
（2,158[695]）

（1,966〔633〕）
（8〔8〕） (61)

（962）
(960)

(32)
(30)

（145[40]）
（2,158[695]）
（2,006[646]）

（1,966〔633〕）

（8〔8〕） (61)
（962）
(961)
(960)

(32)
(30)

計

9,140〔237〕　
（145[40]）
2,011〔653〕

8〔8〕　 61

点 点

保健医療学部
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科

9,140〔237〕
（145[40]）
2,011〔653〕

8〔8〕　 61 960 30

（8,484[172]）
（8,789[170]）
（8,345[163]）

（8,330〔157〕）

機械・器具 標　　本

(27)図書、学術雑誌、
機械・器具、標本に変
更あり
(28)図書、学術雑誌、
変更あり
(29)図書、学術雑誌
（総冊数から種に変
更）、機械・器具に変
更あり

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

〔うち外国書〕 点

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

保健医療学部　リハビリテーション学科 15 室

11室 11室 10室
1室 情報処理室と共用

（補助職員0人） （補助職員0人）

（5,623.13㎡）
（4,273.46㎡）
（3,055.87㎡）

（8,630.68㎡）
（8,386.92㎡）
（4,658.96㎡）

（1,806.22㎡）
（4,158.58㎡）
（3,095.58㎡）

（16,060.03㎡）
（16,818.93㎡）
（10,810.41㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
日本福祉看護診療放射線学院と共
用：収容定員400人
面積基準：1,480㎡
(27)平成27年4月ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科開
設に伴い面積の変更あり
(28)平成28年4月診療放射線学科開
設に伴い面積の変更あり（校舎の
総面積の減少については、体育館
及び講堂の面積を除いたためであ
り、建築等設置計画に変更なし）

16,060.03㎡
11,175.86㎡
5,167.31㎡

0㎡
3,179.52㎡

0㎡
2,463.58㎡

16,060.03㎡
16,818.96㎡

 10,810.41㎡

そ　の　他 3,058㎡ 0㎡ 0㎡ 3,058㎡

合　　　計
46,599㎡
25,654㎡
16,768㎡

20,945㎡ 0㎡
46,599㎡
37,713㎡

0㎡ 0㎡ 13,710㎡

小　　　計
43,541㎡
22,596㎡
13,710㎡

0㎡
20,945㎡

0㎡
43,541㎡
34,655㎡

計
日本福祉看護診療放射
線学院と共用：収容定
員400人
面積基準：なし
（借用地）運動場　20
年、13,710㎡
駐車場、1年更新、
3,058㎡
(27)平成27年4月ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ学科開設に伴い
面積の変更あり
(28)平成28年4月診療
放射線学科開設に伴い
面積の変更あり

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
29,831㎡
8,886㎡

0㎡

0㎡
20,945㎡

0㎡
29,831㎡
20,945㎡

運動場用地 13,710㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用
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　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

1,300千円 1,300千円 千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,300千円 1,300千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(27)経費の見積り及び
資金計画の一部変更
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

保健医療学部

　看護学科 4 80 ‐ 320 学士
（看護学）

1.05 平成26年度
北海道札幌市清田区真栄

434番地1

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 4 80 - 320 学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

0.69 平成27年度
北海道恵庭市恵み野西6

丁目17番3号
理学と作業の合算

　理学療法学専攻 4 40 - 160 学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

0.94 平成27年度
北海道恵庭市恵み野西6

丁目17番3号

　作業療法学専攻 4 40 - 160 学士
（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学）

0.44 平成27年度
北海道恵庭市恵み野西6

丁目17番3号

　診療放射線学科 4 50 - 200 学士
（診療放射線学）

1.05 平成28年度
北海道札幌市清田区真栄

434番地1

　

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

該当なし

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

４　既設大学等の状況

　日　本　医　療　大　学　

　○　○　短　期　大　学

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），
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教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法治療学特論
（ハンドセラピー）

（29）平成28年6月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
（29）平成29年2月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法治療学特論（ハンドセ
ラピー）　可

変更なし

専 教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

変更なし

専 教授
ｻﾄｳ　ﾋﾃﾞｷ
佐藤　秀紀

平成27年4月

リハビリテーション論
地域理学療法学
生活環境学
高齢期障害理学療法学
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

生理学演習
運動療法学
義肢装具学
義肢装具学演習
神経筋促通治療学
研究法
臨床実習Ⅰ(理学療
法）
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
運動器障害理学療法学

設置時には学科長を置いていな
かったが、開学に伴い学科長とし
た。

（29）平成29年2月
乾公美ＡＣ教員審査済
・運動器障害理学療法学　可

専 教授
ﾀｶﾊｼ　ﾐﾂﾋｺ
高橋　光彦

平成27年4月

運動学
運動学演習
物理療法学
物理療法学演習
呼吸・循環器障害理学
療法学
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

担当教員変更（兼担）(28)
内科学　担当教員変更（兼担）
（29）

専 教授
ｲﾇｲ　ｷﾐﾊﾙ
乾　　公美

平成27年4月

生理学演習
運動療法学
義肢装具学
義肢装具学演習
神経筋促通治療学
研究法
臨床実習Ⅰ(理学療
法）
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専
教授
（学科
長)

ｲﾇｲ　ｷﾐﾊﾙ
乾　　公美

平成27年4月

教授
（学
長）

ﾃﾞﾝﾉ　ﾘｭｳｲﾁ
傳野　隆一

平成27年4月 チーム医療論

兼担 教授
ｼﾏﾓﾄ　ｶｽﾞｱｷ
島本　和明

平成28年4月 保健医療論
内科学

兼担
教授
(学
長)

ﾃﾞﾝﾉ　ﾘｭｳｲﾁ
傳野　隆一

平成27年4月 保健医療論
チーム医療論

兼担

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

５　教員組織の状況

＜保健医療学部　リハビリテーション学科＞

（１） 担当教員表
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教授
ﾊｯﾀ　ﾀﾂｵ

八田　達夫
平成28年4月

発達障害作業治療学
福祉用具学
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
作業療法セミナーⅡ
作業療法治療学特論
(ｼｰﾃｨﾝｸﾞ)
就労支援作業療法学
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法概論演習

（29）平成28年6月
八田達夫ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可

専 教授
ﾊｯﾀ　ﾀﾂｵ

八田　達夫
平成28年4月

発達障害作業治療学
福祉用具学
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
作業療法セミナーⅡ
作業療法治療学特論
(ｼｰﾃｨﾝｸﾞ)
就労支援作業療法学
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

専 准教授
ｷｼｶﾞﾐ　ﾋﾛﾄｼ
岸上　博俊

平成29年4月

作業療法概論演習
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
日常生活適応学（ＡＤ
Ｌ）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
高齢期障害作業治療学
作業療法セミナーⅠ

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年8月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可
・日常生活適応学（ＡＤＬ）　可
・臨床実習Ⅰ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅱ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅲ(作業療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年2月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・高齢期障害作業治療学　可
（29）平成29年3月
岸上博俊変更書提出済
・作業療法セミナーⅠ

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成28年4月

作業療法セミナーⅢ
身体障害作業治療学
（中枢神経障害系）
日常生活適応学（動作
分析)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
福祉住環境論
地域リハビリテーショ
ン学
臨床実習Ⅰ（作業療
法）

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年6月
大堀具視ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可

（29）平成29年3月
大堀具視変更書提出済
・福祉住環境論
・地域リハビリテーション学
・臨床実習Ⅰ（作業療法）

専 教授
ﾊｯﾀ　ﾀﾂｵ

八田　達夫
平成28年4月

発達障害作業治療学
福祉用具学
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
作業療法セミナーⅡ
作業療法治療学特論
(ｼｰﾃｨﾝｸﾞ)
就労支援作業療法学
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法概論演習

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年6月
八田達夫ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可

専 教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法治療学特論
（ハンドセラピー）

H28年3月変更書提出（審査中）
(28)

（29）平成28年6月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
（29）平成29年2月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法治療学特論（ハンドセ
ラピー）　可

専 教授
ｻﾜﾀﾞ　ﾕｳｼﾞ
澤田　雄二

平成27年4月

作業療法概論演習
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
日常生活適応学（ＡＤ
Ｌ）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
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神経障害理学療法学
神経障害理学療法学演
習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
日常生活活動基礎学
理学療法セミナーⅠ
理学療法セミナーⅡ
理学療法セミナーⅢ

採用予定年月を1年早めた。

3科目についてH27年3月変更書提出
（審査中）

（29）平成29年3月
大堀具視変更書提出済
・地域リハビリテーション学
・福祉住環境論

専 講師
ｲｼﾊﾞｼ　ｱｷﾋﾄ
石橋　晃仁

平成28年4月

神経障害理学療法学
神経障害理学療法学演
習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学

専 講師
ｲｼﾊﾞｼ　ｱｷﾋﾄ
石橋　晃仁

平成27年4月

准教授
ｷｼｶﾞﾐ　ﾋﾛﾄｼ
岸上　博俊

平成29年4月

作業療法概論演習
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
日常生活適応学（ＡＤ
Ｌ）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
高齢期障害作業治療学
作業療法セミナーⅠ

（29）平成28年8月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・作業療法概論演習　可
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可
・日常生活適応学（ＡＤＬ）　可
・臨床実習Ⅰ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅱ(作業療法)　可
・臨床実習Ⅲ(作業療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年2月
岸上博俊ＡＣ教員審査済
・高齢期障害作業治療学　可
（29）平成29年3月
岸上博俊変更書提出済
・作業療法セミナーⅠ

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成28年4月
地域リハビリテーショ
ン学
福祉住環境論

（29）平成29年3月
合田央志変更書提出済
・基礎作業学演習（基礎作業分
析）

専 助教
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成29年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
運動学演習
基礎作業学演習（応用
作業分析）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)

（29）平成29年3月
清本憲太変更書提出済
・基礎作業学演習（応用作業分
析）
・作業療法評価学演習（中枢神経
系）
・臨床実習Ⅰ(作業療法)

准教授
ﾊﾔｶﾜ　ﾋﾛｺ
早川　宏子

平成27年4月

基礎作業学演習（基礎
作業分析）
基礎作業学演習（応用
作業分析）
作業療法セミナーⅠ
運動学演習
地域リハビリテーショ
ン学
福祉住環境論
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H27年1月教員審査済み

（29）平成29年3月
早川宏子准教授　退職

専 助教
ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｼ
合田　央志

平成27年4月

作業療法概論演習
運動学演習
作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
基礎作業学演習（基礎
作業分析）基礎作業学演習（基礎

作業分析）
基礎作業学演習（応用

作業分析）
作業療法セミナーⅠ

運動学演習
地域リハビリテーショ

ン学
福祉住環境論

臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)

卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

専

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成28年4月

作業療法セミナーⅢ
身体障害作業治療学
（中枢神経障害系）
日常生活適応学（動作
分析)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
福祉住環境論
地域リハビリテーショ
ン学
臨床実習Ⅰ（作業療
法）

(27)採用予定年月を1年早めた

（29）平成28年6月
大堀具視ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（神経・筋
力系）　可

（29）平成29年3月
大堀具視変更書提出済
・福祉住環境論
・地域リハビリテーション学
・臨床実習Ⅰ（作業療法）

専 准教授
ｵｵﾎﾘ　ﾄﾓﾐ
大堀　具視

平成29年4月

作業療法セミナーⅢ
身体障害作業治療学
（中枢神経障害系）
日常生活適応学（動作
分析)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
リハビリテーション管
理学
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講師
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成28年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
運動学演習

（29）専任教員へ変更兼任 講師
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成28年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
運動学演習

専

専 助教
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成29年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
運動学演習
基礎作業学演習（応用
作業分析）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)

（29）平成29年3月
清本憲太変更書提出済
・基礎作業学演習（応用作業分
析）
・作業療法評価学演習（中枢神経
系）
・臨床実習Ⅰ(作業療法)

助教
ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｼ
合田　央志

平成27年4月

作業療法概論演習
運動学演習
作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
基礎作業学演習（基礎
作業分析）

（29）平成29年3月
合田央志変更書提出済
・基礎作業学演習（基礎作業分
析）

専 助教
ｷﾖﾓﾄ　ｹﾝﾀ
清本　憲太

平成29年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
運動学演習

専 助教
ｺﾞｳﾀﾞ　ﾋﾛｼ
合田　央志

平成27年4月

作業療法概論演習
運動学演習
作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）
作業療法評価学演習
（中枢神経系）
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)

専

変更なし

助教
ｼﾝｶｲﾔ　ﾌｶｼ
新開谷　深

平成29年4月
体表解剖学
情報科学演習

（29）専任教員へ変更

専 助教
ｷﾊﾗ　ﾕﾘｺ

木原　由里子
平成28年4月

理学療法評価学演習
（運動器系）
運動学演習
地域理学療法学
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝン学演
習

兼任 講師
ｼﾝｶｲﾔ　ﾌｶｼ
新開谷　深

平成27年4月
体表解剖学
情報科学演習

専

変更なし

講師 西山　 徹 平成28年4月

義肢装具学　※
義肢装具学演習　※
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H28年1月教員審査済み(28)

専 助教
ｼﾝｶｲﾔ　ﾌｶｼ
新開谷　深

平成29年4月

体表解剖学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
情報科学演習

義肢装具学　※
義肢装具学演習　※
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

専 講師 向井　康詞 平成28年4月

解剖学演習（骨・筋）
体表解剖学
理学療法評価学（運動
器系）
臨床判断学（基礎編）
臨床判断学（応用編）
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H28年1月教員審査済み(28)

講師
ｷﾖﾀ　ﾅｵｴ

清田　直恵
平成27年4月

解剖学演習（骨・筋）
機能解剖学
生理学演習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

H27年1月教員審査済み

解剖学演習（骨・筋）
体表解剖学
理学療法評価学（運動
器系）
臨床判断学（基礎編）
臨床判断学（応用編）
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

ﾏﾂﾀﾞ　ﾁｴ
松田　智恵

平成29年4月

運動療法学演習
発達障害理学療法学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
機能解剖学
臨床実習Ⅰ

（29）平成29年2月
松田智恵ＡＣ教員審査済
・運動療法学演習　可
・発達障害理学療法学　可
・臨床実習Ⅱ(理学療法)　可
・臨床実習Ⅲ(理学療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年3月
松田智恵変更書提出済
・機能解剖学
・臨床実習Ⅰ

解剖学演習（骨・筋）
機能解剖学
生理学演習
臨床実習Ⅰ(理学療法)
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専

平成29年4月

運動療法学演習
発達障害理学療法学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
機能解剖学
臨床実習Ⅰ

（29）平成29年2月
松田智恵ＡＣ教員審査済
・運動療法学演習　可
・発達障害理学療法学　可
・臨床実習Ⅱ(理学療法)　可
・臨床実習Ⅲ(理学療法)　可
・卒業研究Ⅰ　可
・卒業研究Ⅱ　可
（29）平成29年3月
松田智恵変更書提出済
・機能解剖学
・臨床実習Ⅰ

兼任 講師
ﾋﾑﾛ　ﾉﾌﾞｱｷ
樋室　伸顕

平成28年4月 運動療法学演習 専 講師

専 講師
ﾋﾑﾛ　ﾉﾌﾞｱｷ
樋室　伸顕

平成29年4月

運動療法学演習
発達障害理学療法学
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

専 講師
ﾏﾂﾀﾞ　ﾁｴ

松田　智恵
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兼任 講師 一瀬　信敏 平成28年4月 生理学 担当教員変更（兼任）(28)

変更なし

兼任 講師
ﾌｸｼﾏ　ｼﾞｭﾝｺ
福島　順子

平成27年4月 生理学

兼任 講師
ﾔｼﾞﾏ　ﾄｼﾋｺ
矢嶋　俊彦

平成27年4月 解剖学
解剖学演習（神経）

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｶﾅｲ　ﾏｻﾊﾙ
金井　正治

平成27年4月 基礎作業学演習(基礎
作業分析）

兼任 講師
ｲﾄｳ　ｶｵﾘ

伊藤　香織
平成27年4月 基礎作業学演習(基礎

作業分析）

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ﾀﾓﾂ
池田　保

平成28年4月

作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法評価学演習
（神経・筋力系）

兼任 講師
ｽｷﾞﾓﾄ　ﾉﾘｺ
杉本　典子

平成27年4月
基礎作業学演習（応用
作業分析）
地域作業療法学

変更なし

講師
ﾓﾘﾓﾄ　ﾀｶﾌﾐ
森本　隆文

平成29年4月 精神障害作業治療学 担当教員変更（兼任）（29）

兼任 講師
ﾔﾏﾀﾞ　ｻﾄﾐ
山田　里見

平成28年4月

作業療法評価学演習
（基礎評価）
作業療法評価学演習
(中枢神経系）

担当教員変更（兼任）（29）

兼任 講師
ｶﾜﾉ　ﾋﾄｼ

河野　仁志
平成29年4月 精神障害作業治療学 担当教員変更（兼任）（29）

講師
ｵｶﾞﾀ　ｶｽﾞﾋﾛ
小形　和浩

平成28年4月

精神障害作業治療
学
基礎作業学演習
（基礎作業分析）
基礎作業学演習
（応用作業分析）

担当科目追加（兼任）(28)
担当教員変更（兼任）（29）

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ﾉｿﾞﾑ
池田　望

平成29年4月 精神障害作業治療学
兼任 講師

ｵｶﾞﾀ　ｶｽﾞﾋﾛ
小形　和浩

平成28年4月 精神障害作業治療学

兼任

兼任

変更なし

変更なし

兼任 講師
ﾊﾏﾓﾄ　ﾀﾂﾔ
濱本　龍哉

平成29年4月 地域理学療法学

兼任 講師
ｺﾀﾞﾏ　ﾀｹﾋﾛ
兒玉　健宏

平成29年4月 地域理学療法学

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｵｶﾀﾞ　ｼｹﾞﾋｺ
岡田しげひこ

平成28年4月
チーム医療論
地域リハビリテーショ
ン学演習

兼任 講師
ｽｷﾞﾓﾄ　ﾋｻｼ
杉本　寿司

平成29年4月 ウィメンズヘルスケア論　

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ｻﾄｺ
鈴木　聡子

平成29年4月 災害リハビリテーション　

兼任 講師
ﾊﾀﾊﾗ　ﾘｴ

畑原　理恵
平成29年4月

災害リハビリテーショ
ン
ウィメンズヘルスケア
論

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｱﾀﾞﾁ　ｱﾂﾋﾛ
足立　重敬

平成30年4月 健康政策論　

兼任 講師
ﾔﾏｸﾞﾁ　ｶｽﾞﾕｷ
山口　和之

平成30年4月 健康政策論　

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｼﾌﾞｶﾜ　ﾖｼﾋｺ
渋川　佳彦

平成28年4月

理学療法評価学（運動
器系）
理学療法評価学演習
（運動器系）

兼任 講師
ｻｶｸﾞﾁ　ﾄﾓﾔｽ
坂口　友康

平成28年4月

理学療法評価学（神経
系）
理学療法評価学演習
（神経系）

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｼﾐｽﾞ　ｶｵﾙ
清水　　薫

平成29年4月 代謝・免疫系障害理学療法学

兼任 講師
ｻﾗｼﾅ　ﾅﾎ

更科　奈保
平成28年4月

理学療法評価学（神経
系）
理学療法評価学演習
（神経系）

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｵｵﾀ　ﾏｺﾄ

太田　　誠
平成27年4月

理学療法概論
理学療法概論演習
健康政策論

兼担 准教授
ﾔﾏﾀﾞ　ｱﾂｼ
山田　敦士

平成27年4月 日本語表現
中国語

変更なし

変更なし

兼担 准教授
ﾓﾘｸﾞﾁ　ﾏｲ
森口　眞衣

平成27年4月 倫理学
生命倫理

兼担 准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ﾏﾕﾐ

松本　真由美
平成27年4月 心理学

発達心理学

変更なし

変更なし

兼担 教授
ﾊﾔｼ　ﾐｴｺ

林　  美枝子
平成27年4月 文化人類学

兼担 教授
ﾓﾝﾏ　ﾏｻｺ

門間　正子
平成29年4月 チーム医療論

兼担 教授
ｶｸ　ﾄｵﾙ
賀来　亨

平成28年4月 小児科学 担当教員変更（兼担）兼担 教授
ｵｵｸﾎﾞ　ｲﾜｵ

大久保　岩男
平成28年4月 小児科学
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講師
ｵｵｳﾁ　ﾀｶｵ
大内　髙雄

平成28年4月 ボランティア活動 氏名の間違い兼任 講師
ｵｵｳﾁ　ﾀｶｵ
大内　高雄

平成28年4月 ボランティア活動 兼任

兼任 講師
ﾊﾏｸﾞﾁ　ﾕｳｽｹ
濱口　裕介

平成29年4月 北海道史 担当教員変更（兼任）(29) 

変更なし

兼任 講師
ｸﾘﾓﾄ　ﾐｽﾞｴ
栗本　瑞恵

平成27年4月 北海道史

兼任 講師
ｲﾏｲ　ﾖｼｴ

今井　由惠
平成28年4月 音楽

兼担 教授
ﾊﾔｼ　ﾐｴｺ

林　  美枝子
平成27年4月 社会学 担当教員変更（兼任）

変更なし

兼任 講師
ｳｽｲ　ｱｷﾗ

薄井　　明
平成27年4月 社会学

兼任 講師
ﾔﾏｼﾀ　ｺｳｷ
山下　浩紀

平成29年4月 チーム医療論

兼任 講師
ﾌｼﾞｲ　ﾋﾛﾀﾀﾞ
藤井　博匡

平成27年4月 環境科学 担当教員変更（兼任）

変更なし

兼任 講師
ﾓﾘﾔ　ｷﾖｼ

森谷　　絜
平成27年4月 環境科学

兼任 講師
ｲｼﾀﾞ　ﾔｽｼ
石田　容士

平成28年4月 カウンセリング論
臨床心理学

変更なし

講師
ﾎﾝﾄﾞｳ　ﾉﾌﾞﾋﾛ
本道　伸弘

平成29年4月 義肢装具作業療法学 担当教員変更（兼任）(29) 

兼任 講師
ﾊﾀ　ｼｭﾝｲﾁ
端　　俊一

平成27年4月 統計学 

兼任 講師
ｵﾆﾂﾞｶ　ﾋｻｼ

鬼塚　　久志
平成29年4月 義肢装具作業療法学 兼任

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｱｻﾉ　ﾕｶｺ

浅野　友佳子
平成29年4月 高次脳機能障害作業治療学

兼任 講師
ﾊﾔｼ　ﾔｽﾋﾛ
林　恭裕

平成27年4月 社会福祉学

変更なし

変更なし

兼任 講師
ｺﾃﾞﾗ　ｼｭｳｲﾁ
小寺　秀一

平成28年4月 障害学特論

兼任 講師
ﾐﾔｼﾀ　ﾑﾈﾊﾙ
宮下　宗治

平成28年4月 障害学特論

変更なし

変更なし

兼任 講師
ﾅｽ　ｼｭﾝｲﾁ
那須　俊一

平成28年4月 障害学特論

兼任 講師
ﾔﾏﾓﾄ　ﾔｽｵ
山本　泰雄

平成28年4月
運動器障害理学療法学
演習
スポーツ理学療法学

兼担 教授
ｼﾏﾓﾄ　ｶｽﾞｱｷ
島本　和明

平成29年4月 保健医療論
内科学

担当教員変更（兼担）(29) 

変更なし

兼任 講師
ｺﾝﾄﾞｳ　ﾌﾐｴ
近藤 文衛

平成28年4月 内科学

兼任 講師
ｵｶﾀﾞ　ｸﾆﾋｺ
岡部　晋彦

平成27年4月 栄養学

兼任 講師
ﾂﾁﾊｼ　ｹｲ
土橋　恵

平成29年4月 病理学 担当教員変更（兼任）(29) 

変更なし

兼任 講師
ﾌｼﾞﾉ　ｼﾞｭﾝｷ
藤野　準己

平成27年4月 病理学

兼任 講師
ﾀｶﾊｼ　ﾖｼﾉﾌﾞ
高橋　義信

平成27年4月 人間発達学

兼任 講師 橋本めぐみ 平成28年4月
生活と運動
健康とスポーツ

担当教員追加（兼任）(28) 

兼任 講師 吉田　昌弘 平成27年4月
生活と運動
健康とスポーツ

変更なし

変更なし

兼任 講師 吉田　昌弘 平成27年4月 生活と運動
健康とスポーツ

兼任 講師
ｵｷﾞﾜﾗ　ﾕｳｺ
荻原　裕子

平成27年4月 英語Ⅰ

変更なし

変更なし

兼任 講師
ﾁﾊﾞ　ﾀｶｼ

千葉　　卓
平成27年4月 法学 

兼任 講師
ｲｼﾀﾞ　ﾕｷ

石田　ゆき
平成27年4月

教育学
教育心理学
人間関係論

担当教員変更（兼任）(29) 

兼任　 講師
ﾊﾀ　ｼｭﾝｲﾁ
端　　俊一

平成27年4月 情報科学 担当教員変更（兼任）(29) 

講師
ﾜﾀﾞ　ﾀﾂﾋｺ
和田　龍彦

平成27年4月 物理学
生活科学と情報科学の担当教員を
変更した。（29）

兼任　 講師
ﾐﾔﾓﾘ　ﾖｼｺ
宮森　芳子

平成29年4月 生活科学兼任 講師
ﾜﾀﾞ　ﾀﾂﾋｺ
和田　龍彦

平成27年4月
物理学
生活科学
情報科学

兼任　

変更なし

変更なし

兼任 講師
ﾅｶﾊﾞﾔｼ　ﾋﾃﾞｶｽﾞ
中林　秀和

平成27年4月 生物学

兼任 講師
ｲｼﾄﾋﾞ　ﾐﾁｺ
石飛　道子

平成27年4月
哲学
論理学
宗教と思想
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　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２９年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

生理学演習
運動療法学
義肢装具学
義肢装具学演習
神経筋促通治療学
研究法
臨床実習Ⅰ(理学療
法）
臨床実習Ⅱ(理学療法)
臨床実習Ⅲ(理学療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
運動器障害理学療法学

科目開設時までに変更書提出予定
（28）

（29）平成29年2月
乾公美ＡＣ教員審査済
・運動器障害理学療法学　可

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

運動器障害理学療法学 専

兼任 講師
ｶﾄｳ　ｼﾝｼﾞ
加藤　新司

平成29年4月

教授
（学科
長)

ｲﾇｲ　ｷﾐﾊﾙ
乾　　公美

平成27年4月

代謝・免疫系障害理学
療法学

担当教員追加（兼任）

講師
ｻｶｲ　ｼﾝﾔ
境　信哉

平成29年4月 高次脳機能障害学 担当教員変更（兼任）

兼任 講師 代謝・免疫系障害理学療法学

兼任 講師 高次脳機能障害学 兼任

兼任 講師
ﾐﾔﾓﾄ　ｼｹﾞﾉﾘ
宮本 重範

平成29年4月
軟部組織治療学
徒手関節治療学

担当教員変更（兼任）

講師
ｻｲﾄｳ　ﾏｻｷ
齊藤　正樹

平成28年4月 神経内科学
担当教員変更（兼任）(28)
担当教員年齢修正（29）

兼任 講師 軟部組織治療学
徒手関節治療学

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ｼｮｳｼﾞ
鈴木　昭治

平成28年3月 神経内科学 兼任

兼任 講師 佐々木　浩一 平成28年4月 整形外科学 担当教員変更（兼任）(28)

変更なし

兼任 講師
ﾖｺｸﾞｼ　ｶｽﾞﾄｼ
横串 算敏

平成28年4月 整形外科学

兼任 講師
ｵﾔﾏ　ﾖｳﾍｲ
尾山　陽平

平成29年4月 呼吸リハビリテーション特論

変更なし

講師
ｾﾘﾀ　ﾖｳｺ

芹田　洋子
平成29年4月 応急処置法 担当教員追加（兼任）(29) 

兼任 講師
ｸﾉ　ｹﾝｼﾞ

久野　研二
平成28年4月 地域リハビリテーション学演習※

兼任 講師
ｾﾘﾀ　ｶｵﾙ
芹田　馨

平成29年4月 応急処置法 兼任

変更なし

講師
ｻｶｳｴ　ﾏﾘ

坂上　真理
平成29年4月

作業療法治療学特論
（治療理論）
高齢期障害作業療法学

担当教員変更（兼任）
（29）高齢期障害作業療法学、担
当教員変更（専任）

兼任 講師
ｻﾝﾐﾔ　ｺｳﾀ
三宮　孝太

平成29年4月
身体障害作業治療学
（運動器・内部障害
系）

兼任 講師
ｻｶｳｴ　ﾏﾘ

坂上　真理
平成29年4月 作業療法治療学特論

（治療理論）
兼任

変更なし

教授
ﾂﾎﾞﾀ　ｻﾀﾞｺ
坪田　貞子

平成27年4月

作業療法概論
作業療法評価学
チーム医療論
身体障害作業治療学
(運動器・内部障害系)
義肢装具作業療法学
義肢装具作業療法学演
習
臨床実習Ⅰ(作業療法)
臨床実習Ⅱ(作業療法)
臨床実習Ⅲ(作業療法)
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
作業療法評価学演習
（骨・関節系）
作業療法治療学特論
（ハンドセラピー）

（29）平成28年6月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法評価学演習（骨・関節
系）　可
（29）平成29年2月
坪田貞子ＡＣ教員審査済
・作業療法治療学特論（ハンドセ
ラピー）　可

兼任 講師
ｲｹﾀﾞ　ﾋﾛｼ
池田　官司

平成28年4月 精神医学

兼任 講師
ﾌｼﾞﾀ　ﾏｻﾉﾌﾞ
藤田　修靖

平成29年4月
作業療法治療学特論
（行動分析）

専

変更なし

講師
ｱｶﾏ　ｿｳﾀ

赤間　荘太
平成28年4月 英語Ⅲ

英語Ⅳ
氏名の間違い

兼任 講師
ｷﾑ　ﾁｬﾝｷﾝ
金　昌震

平成28年4月 韓国語

兼任 講師
ｱｶﾏ　ｿｳﾀ

赤間　壮太
平成28年4月 英語Ⅲ

英語Ⅳ
兼任

兼任 講師 ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ ﾌﾚﾅｰ 平成27年4月 英語Ⅱ 担当教員変更（兼任）兼任 講師 ｾﾞﾌ・ﾌﾞﾙｯｸﾘﾝ 平成27年4月 英語Ⅱ
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　　　　（　）書き等のみを記入してください。
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教　授 准教授 講　師 助　教
計
（Ｂ）

2人 5人 4人 16人

［　1人　］ ［3人］ ［0人］ ［3人］

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

65 2 4

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（5人） （1人） （2人） （1人） （9人） ［△1人　］

5人 2人 5人 4人 16人
5人

准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

6人 1人 2人 4人 13人

　（２）－②　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計

8 4

名 名

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

うち、完成年度時
における設置基準
上の必要教授数
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

2 人

必修 6

0 自由 0

計 20 科目 計 20 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

6 必修 0 必修 0

選択 14 科目 選択 14

科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 卒業研究Ⅰ ①

必修 卒業研究Ⅱ ①

選択 臨床実習Ⅱ(作業療法) ①

選択 臨床実習Ⅲ(作業療法) ①

地域リハビリテーション学 ①

選択 福祉住環境論 ①

選択 臨床実習Ⅰ(作業療法) ①

一身上の都合により辞任（29）

選択 基礎作業学演習（応用作業分析） ①

選択 作業療法セミナーⅠ ①

必修 運動学演習 ①

必修 卒業研究Ⅱ ①

2 准教授 早川　宏子

選択 基礎作業学演習（基礎作業分析） ①

必修

選択 臨床実習Ⅲ(作業療法) ①

必修 卒業研究Ⅰ ①

選択 臨床実習Ⅰ(作業療法) ①

選択 臨床実習Ⅱ(作業療法) ①

①

選択 作業療法評価学演習（神経・筋力系） ①

選択 日常生活適応学（ＡＤＬ） ①

辞任等の理由

１ 教授 澤田　雄二

選択 作業療法学概論演習 ①

一身上の都合により辞任（28）

選択 作業療法評価学演習（骨・関節系）

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

1 人

必修 2

0 自由 0

計 6 科目 計 6 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

2 必修 0 必修 0

選択 4 科目 選択 4

科目 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 卒業研究Ⅰ ①

必修 卒業研究Ⅱ ①

①

選択 臨床実習Ⅱ(理学療法) ①

選択 臨床実習Ⅲ(理学療法) ①

就任辞退（未就任）の理由

1 講師 樋室　伸顕

選択 運動療法学演習 ①

一身上の都合により辞任（29）

選択 発達障害理学療法学

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況
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　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目計 0

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

0 自由 0

計 26 科目 計 26 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

8 必修 0 必修 0

選択 18 科目 選択 18
3 人

必修 8 科目 必修

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

　・交代については、やむを得ないと判断し事前相談を行った。

　・学生には担当教員が変更になった旨、周知徹底した。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を
　　　　記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

・専門教育科目におけ
る専攻ごとの履修方法
について、「教育課程
等の概要」の「卒業要
件及び履修方法」の欄
では必修科目と位置付
けられている科目が、
「設置の趣旨等を記載
した書類」では選択科
目と位置付けられてい
るかのように記載され
不整合が生じており、
学生に混乱を与える可
能性がある。そのた
め、学生が所属専攻ご
とに履修すべき科目を
適切に選択できるよ
う、専攻ごとの授業科
目の必修・選択の区分
を整理した上で、学生
に対して丁寧な履修指
導を行うこと。

留意事項

(27)学生が所属専攻ごとに履修すべき科目
を適切に選択できるよう、専攻ごとの教育
課程進路表を作成し、シラバスに記載し学
生に配布。さらに入学生オリエンテーショ
ン及び専攻別オリエンテーションにて学生
に対し、科目ごとに必須・選択の説明を行
い、加えて履修登録の際には、担任教員が
立会い指導を行った。

(28)27年度と同様の対応を行った。

(29)28年度と同様の対応を行った。

・運動場が別地にある
ことから、教育に支障
のないようにすること
はもとより、学生の課
外活動等に配慮するこ
と。

留意事項

(27)恵み野キャンパスの講堂・テニスコー
トを有効活用するとともに、グランド使用
の際のキャンパス間移動については学生送
迎用のマイクロバスを配置済みである。

(28)引き続き、教育及び学生の課外活動等
に支障のないよう努める

(29)28年度と同様に対応した。

・完成年度前に、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が比較的高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編成の将来構想
について検討するこ
と。

留意事項

(27)経験のある教員については、定年規程
の趣旨を踏まえて、再雇用制度を利用する
とともに、教員組織編成の将来構想のなか
で若手の教員を採用することを検討する。

(29)以下に記載する29年2月に付された改
善意見への履行状況のとおり対応する。

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

設　置　時
（27年4月）
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・教員の補充を必要と
された３２授業科目に
ついては、開設時又は
科目開講時までに教員
を配置すること。う
ち、専任教員の配置を
必要とされた２８授業
科目については、確実
に専任教員を配置する
こと。

留意事項

(27)32科目中、兼任教員の4科目について
は、既に配置済みである。専任教員の28科
目について、17科目は、1月の教員審査で
既に承認を得ている。また1科目は、同じ
く1月の教員審査の際に兼任可との返答を
得て、既に配置済みである。4科目につい
ては、3月に専任教員採用等変更書を提
出。残りの6科目については、開講年時ま
でに専任教員採用等変更書を提出予定であ
る。

(28)未配置科目6科目中、5科目について
は、1月の教員審査で既に承認を得てい
る。残りの1科目については開講年時まで
に専任教員採用等変更書を提出予定であ
る。

(29)全ての科目について、専任教員を配置
済。

設　置　時
（27年4月）

設置計画履行状
況調査時

（28年2月）

保健医療学部リハビリ
テーション学科の定
員充足率の平均が0.7
倍未満となっている
ことから、学生確保に
努めるとともに、入
学定員の見直しについ
て検討すること。

改善意見

(28)平成28年1月12日の執行役員会におい
て｢学生募集対策本部」の設置を決議し
た。

○設置の目的
専門学校から大学に改組したにもかかわら
ず入学定員が充足していない。28年度にお
いても定員充足については極めて厳しい状
況にある。
質の高い学生を確保するために入学定員の
6倍の志願者数をめざし、学生募集戦略の
抜本的な見直しを行い、早期に決定して実
行することを目的に経営と教学が一体と
なった「学生募集対策本部」を設置する。
○メンバー
[本部長]理事長
[副本部長]学長
[看護学科担当]学科長
[ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科担当]学科長
[診療放射線学科担当]学科長
[大学事務局]事務局長、広報担当係員2人

(29)引き続き学生募集対策委員会におい
て、学生確保に努める。

学生募集対策委員会会議
は、過去６回（1/25、
2/8、2/17、2/24、3/10、
3/18）開催しており、今後
も次の事項について継続し
て検討・実行していく計画
である。

○検討事項
１学生の確保に関する事項
①学生確保に関する基本方
針に関する事項
②学生募集要項に関する事
項
③学生募集に関わる調査及
び研究等に関する事項
④その他学生の確保に関す
る事項
２広報に関する事項
①学生募集に係る広報活動
に関する事項
②各種メディアを利用した
広報活動に関する事項
③ホームページの企画及び
作成に関する事項
④大学案内等の企画及び作
成に関する事項
⑤その他の広報活動に関す
る事項
３適正な入学定員に関する
事項
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保健医療学部リハビリ
テーション学科にお
いて、定年規程に定め
る退職年齢を超える
専任教員数の割合が比
較的高いことから、
定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努
めるとともに、教員組
織編制の将来構想に
ついて検討すること。

改善意見

(29)以下に記載する29年2月に付された改
善意見への履行状況のとおり対応する。

(28)今回、リハビリテー
ション学科設置に伴う定年
延長の特別措置は、あくま
でも例外的な措置であり、
定年年齢(65)を超えて採用
した専任教員(以下A教員と
いう。）及び採用後4年以
内に定年年齢を迎える専任
教員（以下B教員とい
う。）については、採用後
4年間は雇用継続し、それ
以降は退職又は特任教授等
の適用により、適切な運用
を図っていく。
上記特例措置の該当教員に
ついては、A教員の該当者
は4人、B教員の該当者は2
人いる。特例期間が満了す
る前に教員を補充する計画
であり、任用に当たって
は、職位・年齢等のバラン
ス及び教育研究分野等を考
慮し、教員任用規程に基づ
いて計画的に進める。

設置計画履行状
況調査時

（29年2月）

保健医療学部リハビリ
テーション学科におい
て、定年規程に定める
退職年齢を超える専任
教員数の割合が比較的
高いことから、定年規
程の趣旨を踏まえた適
切な運用に努めるとと
もに、教員組織編成の
将来構想について検討
すること。

改善意見

(29)現在の専任教員の職位と年齢構成は次
のとおり。（職位はH29.5.1現在、年齢は
H30.3.31現在）

当学科の完成年度末（H31.3.31）におい
て、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員は、乾教授（69歳）、高橋教授（67
歳）、坪田教授（73歳）、八田教授（66
歳）の計4人である。坪田教授は、完成年
度をもって退職意向の申し出があり、他３
教員は、完成年度以降適時退職する予定で
ある。教員組織編制の将来構想は、退職す
る教授の後任には、教員任用規程に基づき
学内の准教授を教授に昇任するほか、年齢
構成を考慮し、50歳代の教授職を公募によ
り採用する。後任の教員の採用に当たって
は、教育・研究に支障の無いよう採用時期
に配慮する。また、今後も、ＦＤを強化し
教員の育成、特に若年の助教、講師の育成
に努める。

　　　　してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

設置計画履行状
況調査時

（28年2月）

教授 准教授 講師 助教 計

30～39 3 2 5

40～49 1 2 3

50～59 1 2 3

60～64 1 1

65～69 3 3

70以上 1 1

計 5 2 5 4 16
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　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に

　　　　記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　入学者選抜方法の変更 ①　平成29年度入学試験（平成29年4月入学生）はAO入学

　　　・一般入学試験 　試験を2回実施。

　　　・推薦入学試験 　　平成30年度入学試験（平成30年4月入学生）について

　は、AO入学試験を1回実施予定。

　　平成30年度入学試験（平成30年4月入学生）から、

　大学入試センター試験利用入学試験を実施予定

　　　・授業評価アンケートについて

　　　・ＦＤ研修会について

　　　・次年度の活動と予算（案）

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　①　学生による授業評価アンケートの改訂

　　　・診療放射線学科開設に伴い、これまで看護学科・リハ学科で作成した授業評価アンケート（講義・演習用）と

　　　（実習用）の様式の見直しを行なった。

　　② 学生による授業評価アンケートおよびフィードバックの実施

・授業評価に関しては、各科目の講義の最終回に実施した。実施方法は科目担当教員がアンケート用紙を配付
し、学生が記入後、事務職員が回収にあたるか、または学生がボックスに投函した。集計結果は、各科目担当者
に項目ごとの平均値・全平均値・自由記述部分を返却し、あわせて、全科目集計表を添付し、授業改善の参考と
してもらうようはたらきかけた。また、全科目集計表・必修―選択科目集計表・基礎教育―専門基礎教育―専門
教育科目等、グループごとの集計表とそのグラフを真栄キャンパス・恵み野キャンパス、それぞれに掲示し、学
生が授業評価アンケートの結果を閲覧できるようにした。
各科目担当教員に授業評価アンケートの集計および自由記述結果を返却し、より良い授業構築へとつながった。
次年度より、各教員からはその内容を受け今後の教育にどう反映させるかを書面（電子データ）で提出してもら
うことが話し合われた。さらに、提出されたものは学生にも公開し、各教員、学生間の双方の意見交流の機会と
し、より良い授業構築へとつなげることが決定された。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　・第1回ＦＤ委員会　平成28年 4月27日（教員8人、事務職員1人）

　　　・第2回ＦＤ委員会　平成28年 6月 8日（教員8人、事務職員1人）

　　　・第3回ＦＤ委員会　平成29年 1月10日（教員8人、事務職員1人）

　ｃ　委員会の審議事項等

      ・ＦＤ委員会の今年度の活動計画について

　　　・第4回ＦＤ委員会　平成29年 1月25日（教員8人、事務職員1人）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　・ＦＤ委員会

　　　　看護学科、リハビリテーション学科、診療放射線学科の3学科で実施

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜保健医療学部　リハビリテーション学科＞

（１） 設置計画変更事項等

92



　　④　教員研修会の実施、授業方法の開発

　　　・２回の教員研修会はいずれも公務で外勤した教員以外、全員の参加があった。

　　　・学期毎に実施　前期７～８月　後期１～２月

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　・学内掲示板で教員及び学生に公開を行っている。　前期分：９月　後期分：翌年度の４月

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　・上記の実施内容に沿って適切に実施。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

・平成29年度（前期・後期）は、専任教員科目については学生へのフィードバックを実施することとした。
授業評価アンケート結果に対する科目責任者から学生へのフィードバック（100字から300字以内）について、統
一のフォーマットにコメントを掲載し、学生ポータルサイトにPDFで掲載する。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　③ 教育課程の検討

・看護学科は2年間授業を行なった中で変更や追加が望ましい部分等を加味し、2018年度以降の新カリキュラム
再編へ話し合いが行われた。FD委員会ではカリキュラム検討会の推移を見守った。

教員研修会に関しては、平成28年度は各教員の研究活動に関わる企画を据えた。研究活動はFD委員会の主目的で
ある教育課程・体制の開発向上や教育方法の向上とも間接的につながるものであり、研究の充実は学生に提供す
る講義内容、教育方法の向上とも連動することから、シリーズ1として、研究倫理に関する学習会、シリーズ2と
してアクティブ・ラーニングに関する学習会を実施した。
研究倫理については、ここ近年、研究者に倫理意識の向上が求められており、「人を対象とする医学系研究に関
する倫理指針」が出され、大学教員に対し研究倫理に関する講義の受講が義務付けられていることから、研究倫
理委員会との合同企画としてシリーズ1を実施した。
・シリーズ1：平成28年8月31日（水）
第１部　研究倫理教育　13：30～15：00
札幌医科大学　医学部知的財産管理学　石埜正穂教授
「責任ある研究活動への取り組み」-研究活動における不正行為について-
第２部　コンプライアンス教育　15：10～16：10
本学リハビリテーション学科学科長　乾　公美教授
-本学における競争的資金等の適正な執行について-
・シリーズ2：平成28年9月6日（水）14：00～16：00
北海道大学高等教育推進機構　高等教育研修センター
　山本　堅一　特任准教授
「アクティブ・ラーニングについて」
参加者は公務で不在の教員を除き、2回とも全教員の参加があった。研修内容、時期、場所、所要時間について
参加者にアンケートを実施した結果、有意義な研修であったという意見が多かった。

　ｂ　実施方法
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　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　29年　　　8月　　　 　　）

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

③　認証評価を受ける計画

　　・平成31年度に評価機関（日本高等教育評価機構）評価を受けるべく、準備中

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ａ　公表（予定）時期

　　・日本医療大学年報第2号（平成28年度）を、自己点検・評価報告書に代えて平成29年度下期に公表予定。

　ｂ　公表方法

　　・本学ホームページに公表予定。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　看護学科、リハビリテーション学科、診療放射線学科ともに人間尊重の理念と豊かな人間性を有する人間力を育
て、社会のニーズに対応できる学問的に裏付けされた専門的知識・技術を学修させ、エビデンスに基づいた実践力
を育成し、専門職業教育に求められる科学的思考力と主体的学修能力をもった人材を育成することを目的としてい
る。
看護学科は平成28年度が開設3年目、リハビリテーション学科は開設2年目、診療放射線学科は開設1年目で、上記の
目的を達成すべく活動してきており、平成27年度に立ち上げた自己点検評価委員会での自己点検・評価を実施し、
目的達成に向けての問題点の把握、改善策の実施を進めていく方針である。

②　自己点検・評価報告書

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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